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青
田  
綾
子  

　（
神
崎
郡
）

さ
　
　
ん

兵庫短歌祭

　

ふ
れ
あ
い
の
祭
典
・
県
民
文
化

普
及
事
業
「
兵
庫
短
歌
祭
」
が
11

月
22
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
加

古
川
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議

室
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
中
高
校
生
の
参
加

も
多
く
あ
っ
た
。
司
会
は
小
林
幹

也
、
髙
井
忠
明
両
氏
。

　

ま
ず
、
安
藤
直
彦
歌
人
ク
ラ
ブ

代
表
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
か
ら
始

ま
っ
た
。「
平
成
の
歩
み
と
共
に

始
ま
っ
た
こ
の
会
も
26
回
を
重
ね

て
歴
史
深
い
加
古
川
市
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。
若
い

中
高
校
生
か
ら
高
齢
の
方
々
ま
で
、

短
歌
と
い
う
形
式
を
通
じ
て
一
堂

に
会
し
共
に
学
べ
る
こ
の
一
日
を

有
意
義
な
も
の
に
し
た
い
。」。
続

い
て
加
古
川
市
副
市
長
市
村
裕

幸
氏
よ
り
歓
迎
の
こ
と
ば
と
共
に

「
文
化
が
街
の
魅
力
で
あ
り
、
人

と
人
、
心
と
心
の
交
流
に
繋
が
っ

て
い
く
。
こ
の
機
会
に
短
歌
の
表

現
力
を
全
国
に
発
進
さ
せ
た
い
。」

と
あ
り
、
次
に
兵
庫
県
芸
術
文
化

協
会
業
務
執
行
理
事
是
川
哲
秀
氏

よ
り
「
今
年
も
県
下
23
の
文
化
事

業
が
、
心
豊
か
な
兵
庫
の
人
づ
く

り
を
目
指
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

歴
史
豊
か
な
短
歌
を
、
今
後
も
多

く
の
人
々
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た

い
。」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

平
成
26
年
度
の
短
歌
祭
応
募
作

品
数
は
、一
般
の
部
４
２
５
首
、ジ

ュ
ニ
ア
の
部
５
２
３
首
。
一
般
の

部
入
賞
者
13
名
、
入
選
５
名
、
佳

加古川総合文化
セ ン タ ー に て

ふれあいの祭典

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
兵
庫
県
知
事
賞

 

益
田
ひ
か
り

作
15
名
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
入
賞
者

10
名
、
入
選
12
名
、
佳
作
29
名
が

受
賞
し
表
彰
状
と
副
賞
が
授
与
さ

れ
た
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
は
、
自

分
の
作
品
を
マ
イ
ク
を
通
し
て
発

表
し
大
き
な
拍
手
を
受
け
た
。
講

評
は
、
一
般
の
部
を
中
川
昭
、
西

橋
美
保
、
松
田
辰
子
、
兼
貞
靖
行

各
氏
が
担
当
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
を

尾
崎
ま
ゆ
み
氏
が
担
当
し
た
。

　

休
憩
の
後
、
日
本
文
芸
家
協
会

会
員
の
松
田
和
薫
氏
よ
り
「
印
南

野
の
万
葉
歌
・
風
土
記
」
と
題
す

る
講
演
が
あ
っ
た
。「
万
葉
集
に

明
石
や
加
古
川
、
稲
美
町
辺
り
の

歌
が
多
い
の
は
、
畿
内
か
ら
畿
外

へ
向
か
う
心
境
を
歌
に
託
し
た
か

ら
だ
。
柿
本
人
麿
が
〈
燈
火
の
明

石
大
門
に
入
ら
む
日
や
漕
ぎ
別
れ

な
む
家
の
あ
た
り
見
ず
〉
と
詠
ん

で
い
る
が
、
明
石
海
峡
は
流
れ
が

速
く
難
所
で
し
か
も
西
に
下
る
寂

し
さ
が
表
れ
て
い
る
。
同
じ
く
人

麿
が
〈
天
離
る
鄙
の
長
路
ゆ
恋
ひ

来
れ
ば
明
石
の
門
よ
り
大
和
島
見

ゆ
〉
と
都
に
帰
る
喜
び
を
詠
ん
で

い
る
。
当
時
は
陸
路
が
整
備
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
海
路
の
往
来

が
多
く
海
か
ら
の
歌
が
多
い
。」な

ど
と
ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
て
の
興

味
深
い
講
演
で
あ
っ
た
。（
詳
し
い

内
容
は
２
～
３
頁
に
記
載
）

　

続
い
て
万
葉
の
時
代
の
装
束
を

纏
っ
た
前
田
昭
子
氏
が
〈
名
く
は

し
き
稲
美
の
海
の
沖
の
波
千
重
に

隠
り
ぬ
大
和
島
根
は
〉
他
の
万
葉

歌
を
朗
詠
。
筝
鈴
木
晴
梛
氏
社
中
、

尺
八
西
無
山
氏
に
よ
る
筝
曲
「
万

葉
の
調
べ
」
の
演
奏
に
の
せ
て
万

葉
歌
が
披
露
さ
れ
、
し
ば
し
会
場

は
万
葉
の
世
界
へ
と
誘
わ
れ
た
。

　

前
田
昭
子
副
代
表
の
閉
会
の
挨

拶
の
後
、
午
後
４
時
30
分
兵
庫

短
歌
祭
は
終
了
。
参
加
者
は
約

２
０
０
名
。
盛
会
で
あ
っ
た
。

�

（
矢
内
温
代
）

さ
　
　
ん（　
　

 　

 

）

兵
庫
県
立�

多
可
高
等
学
校

ふれあいの祭典「兵庫短歌祭」が、11月22日（土）午後１時から
加古川市で開催された。入賞者の表彰式、作品の講評に続き松
田和薫氏の講演、万葉歌の朗詠、琴・尺八の演奏が披露された。

自
作
を
披
露
す
る
学
生
さ
ん
た
ち

岸田さん（左）、青田さん（右）

会場風景（安藤代表挨拶）
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松
田
和
薫
氏
講
演

　

松
田
氏
の
話
は
「
テ
ー
マ
が
大
き
い
の
で

時
間
内
に
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
分
か
ら
な

い
」
と
の
前
置
き
で
始
ま
っ
た
。「
印
南
野
」

と
い
う
土
地
に
つ
い
て
、
文
学
的
な
さ
ま
ざ

ま
な
話
題
が
あ
り
、
氏
が
奥
深
く
ま
で
思
索

を
重
ね
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

ま
ず
、
ス
ラ
イ
ド
に
よ
っ
て
『
万
葉
集
』

の
作
品
と
、
そ
れ
に
関
す
る
景
色
や
風
物
を

示
さ
れ
な
が
ら
、「
印
南
野
」
を
め
ぐ
る
和
歌
、

あ
る
い
は
『
風
土
記
』
記
載
の
伝
説
に
つ
い

て
、
興
味
深
く
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
行

か
れ
た
。

　

稲
日
野
も
行
き
過
ぎ
か
て
に
思
へ
れ
ば
心

恋
し
き
加
古
の
島
見
ゆ

�

柿
本
人
麻
呂
（
巻
三
―
二
五
三
）

　

ス
ラ
イ
ド
で
横
書
き
向
き
の
表
記
が
な
さ

れ
て
い
た
歌
番
号
な
ど
は
、
氏
の
著
書
『
印

南
野
だ
よ
り
』（
二
〇
一
〇
年
二
月
）
に
よ
っ

て
、
縦
書
き
向
き
に
修
正
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
た
だ
し
、
和
歌
の
表
記
、
用
字
な
ど
に

つ
い
て
は
、
ス
ラ
イ
ド
を
も
と
に
し
た
配
布

プ
リ
ン
ト
の
通
り
と
す
る
。
氏
が「
稲
日
野
」

「
印
南
野
」の
地
名
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
よ

う
に
、
特
に
「
イ
ナ
ミ
」
と
い
う
地
名
に
つ

い
て
は
、
作
品
の
鑑
賞
に
も
関
わ
っ
て
く
る

か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
作
品
の
ス
ラ
イ
ド
で
は
、
歌
聖
と
さ

れ
る
人
麻
呂（
人
麿
）を
祭
っ
た
柿
本
神
社
が

映
さ
れ
る
。『
播
磨
国
風
土
記
』
で
は
、十
二

代
景
行
天
皇
が
播
磨
に
来
て
、
土
地
の
別

わ
き
い
ら
つ
め嬢

を
召
そ
う
と
し
た
と
き
に
、
別
嬢
は
そ
れ
を

拒
ん
で
島
に
隠
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。

　　

名
く
は
し
き
稲
見
の
海
の
沖
つ
浪
千
重
に

隠
り
ぬ
大
和
島
根
は

�

柿
本
人
麻
呂　
（
巻
三
―
三
〇
三
）

　
「
は
し
き
」
は
「
美
し
い
」
の
意
。
乗
っ
て

い
る
船
が
西
へ
進
み
、
自
分
の
ふ
る
さ
と
の

大
和
の
国
が
見
え
な
く
な
っ
た
と
き
の
作
品

で
あ
る
。
当
時
は
朝
鮮
半
島
や
中
国
と
の
関

係
で
、
太
宰
府
に
遠
の
朝み

か
ど廷
を
置
い
て
い
た
。

こ
の
瀬
戸
内
海
を
行
く
の
は
命
懸
け
の
仕
事

で
、
幅
四
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
十
二
メ
ー
ト
ル

ぐ
ら
い
の
手
こ
ぎ
の
船（『
常
陸
国
風
土
記
』）

で
行
く
。
船
で
一
か
月
か
か
っ
た
つ
ら
い
悲

し
い
旅
路
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
陸
路
は
ま

だ
十
分
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

不い

な

み

欲
見
野
の
浅あ

さ

茅ぢ

押
な
べ
さ
寝
る
夜
の
け

長
く
し
あ
れ
ば
家
し
偲
は
ゆ

�

山
部
赤
人　
　
（
巻
六
―
九
四
〇
）

　

赤
人
は
人
麻
呂
同
様
、
歌
聖
と
さ
れ
る
。

聖
武
天
皇
が
印
南
野
に
行
幸
に
な
っ
た
と
き
、

神
亀
三
年
に
今
の
明
石
市
長
坂
寺
跡
あ
た
り

に
仮
の
宿
を
た
て
た
。
浅
い
茅
萱
を
押
し
伏

せ
て
寝
る
と
い
う
寂
し
い
歌
。

　

晩
秋
の
こ
ろ
、
家
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、

し
み
じ
み
と
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。「
け
」
は

「
日
」。
二
日
以
上
に
な
れ
ば
、「
日
」
を
「
け
」

と
読
ん
だ
。

　

印
南
野
は
行
き
過
ぎ
ぬ
ら
し
天
伝
ふ
日
笠

の
浦
に
波
た
て
り
み
ゆ

�

詠
み
人
知
ら
ず
（
巻
七
―
一
一
七
八
）

　
「
印
南
野
」は
明
石
川
右
岸
と
加
古
川
左
岸

の
間
を
稲
美
野
台
地
。
旧
明
石
郡
か
ら
大
塩

の
塩
田
あ
た
り
ま
で
を
言
っ
た
。

　

明
日
よ
り
は
将
行
の
川
の
出
で
て
去
な
ば

留
れ
る
我
は
恋
ひ
つ
つ
や
あ
ら
む

�

詠
み
人
知
ら
ず
（
巻
十
二
―
三
一
九
八
）

　

明
日
か
ら
は
、「
将い

な
み行
」
の
川
の
よ
う
に
出

て
い
か
れ
る
あ
な
た
を
恋
う
、
と
い
う
印
南

の
乙
女
の
歌
で
、
寂
し
い
感
じ
が
あ
る
。

　

京
都
府
と
兵
庫
県
の
境
に
あ
る
遠
阪
峠
か

ら
南
へ
流
れ
る
川
が
、
Ｊ
Ｒ
の
船
町
駅
あ
た

り
で
篠
山
川
な
ど
の
支
流
を
飲
み
込
み
、
や

が
て
播
磨
へ
と
流
れ
る
。
こ
の
西
国
一
の
川
、

加
古
川
は
た
び
た
び
氾
濫
し
、
流
れ
が
変
わ

っ
た
。
こ
の
歌
は
大
河
が
ゆ
う
ゆ
う
と
時
空

を
越
え
て
流
れ
る
様
を
思
わ
せ
、
最
も
好
き

な
歌
の
一
つ
で
あ
る
。

　

燈
火
の
明
石
大
門
に
入
ら
む
日
や
漕
ぎ
別

結社（グループ） 会　　場 内　容 問い合わせ先

明 石 短 歌 会 明石公園会議室 第１・３木曜、午後１時 078（936）3306　　牧野　秀子

芦 屋 水 甕 短 歌 会
芦屋市民会館 第２土曜、午後１時30分

0797（31）7220　　藤井　幸子
谷崎潤一郎記念館 第４金曜、午後１時30分

か し の 木 短 歌 会 加西市コミュニティセンター 第２日曜、午後１時 0790（47）0403　　志方　弘子

海 市 短 歌 会 婦人会館（神戸市中央区） 第４日曜、午後１時 078（371）0239　　中川　　昭

玲 瓏 関 西 歌 会 プレラにしのみや（西宮市） 2月7日、5月9日、午後１時 0798（52）7448　　小林　幹也

ポトナム短歌会（須磨歌会）兵庫勤労市民センター（兵庫駅前）第４日曜、午後１時10分 090-1225-1818　   沢田　英史

「
印
南
野
の
万
葉
歌
・
風
土
記
」
　

日本文芸家協会員・芸術文化団体印南野半どんの会
代表　松田和薫氏
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れ
な
む
家
の
あ
た
り
見
ず

�

柿
本
人
麻
呂
（
巻
三
―
二
五
四
）

　

明
石
大
門
は
明
石
海
峡
の
こ
と
。
紀
伊
半

島
か
ら
流
れ
る
本
流
と
、
淡
路
の
西
側
か
ら

流
れ
る
流
れ
と
が
ぶ
つ
か
る
、
旅
人
に
と
っ

て
は
非
常
に
危
険
な
場
所
。
葛
城
な
ど
の
山

が
み
え
な
く
な
る
な
か
、
波
が
高
く
て
危
険

で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
妻
子
の
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

大
君
の
遠
の
朝
廷
と
あ
り
通
ふ
島
門
を
見

れ
ば
神
代
し
思
ほ
ゆ

�

柿
本
人
麻
呂
（
巻
三
―
三
〇
四
）

　
「
あ
り
通
う
」は
人
々
が
常
に
行
き
か
っ
て

い
る
。「
島
門
」は
こ
こ
で
は
淡
路
と
明
石
の

間
。「
神
代
」
は
特
に
『
古
事
記
』
に
詳
し
く

記
さ
れ
る
国
生
み
神
話
で
、
な
か
で
も
淡
路

島
を
生
む
場
面
が
思
い
浮
か
ぶ
。
淡
路
島
は

神
社
が
多
く
、
多
く
の
伝
承
が
残
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

行
き
巡
り
見
と
も
飽
か
め
や
名
寸
隅
の
船

瀬
の
浜
に
し
き
る
白
波

�

笠　

金
村　
（
巻
六
―
九
三
七
）

　

神
亀
三
年
の
行
幸
の
際
の
歌
。
ス
ラ
イ
ド

で
は
明
石
市
指
定
文
化
財
の
住
吉
神
社
の
門

が
映
る
。「
住
吉
」は
海
路
の
安
全
を
つ
か
さ

ど
る
神
で
、
宮
の
門
の
南
に
広
い
松
林
が
あ

る
。「
名
寸
隅
」
は
契
沖
の
説
に
、
明
石
の

「
魚
住
」の
こ
と
と
あ
っ
た
。
行
き
つ
戻
り
つ

い
く
ら
見
て
も
飽
き
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う

か
。
名
寸
隅
の
船
瀬
の
浜
に
し
き
り
に
寄
せ

て
く
る
白
波
は
、
と
い
う
意
味
で
、
陸
地
か

ら
海
を
見
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

　

万
葉
集
を
理
解
し
よ
う
と
思
え
ば
、
海
辺

に
行
か
な
い
と
い
け
な
い
。
海
辺
へ
行
け
ば

万
葉
人
の
思
い
浮
か
べ
た
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
、

万
葉
人
の
心
が
理
解
で
き
る
。

　

天
離
る
鄙
の
長
路
ゆ
恋
ひ
来
れ
ば
明
石
の

門
よ
り
大
和
島
見
ゆ

�

柿
本
人
麻
呂
（
巻
三
―
二
五
五
）

　

こ
れ
は
瀬
戸
内
海
を
東
へ
と
帰
っ
て
き
た

と
き
の
歌
で
あ
る
。
は
る
ば
る
家
を
恋
い
な

が
ら
や
っ
て
く
る
と
、
な
つ
か
し
い
大
和
の

島
＝
山
が
見
え
る
。
そ
の
と
き
の
思
い
を
込

め
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
ス
ラ
イ
ド
に
あ
っ
て
、
右
に
引
用
し

な
か
っ
た
作
品
の
う
ち
か
ら
二
首
を
あ
げ
て

お
く
。

　

遅
れ
ゐ
て
わ
れ
は
や
恋
ひ
む
印
南
野
の
秋

萩
見
つ
つ
い
な
む
子
ゆ
え
に

�

阿あ
べ
の
ま
へ
つ
ぎ
み

倍
太
夫
（
巻
九
ー
一
七
七
二
）

　

吾
妹
子
が
形
見
に
見
む
を
印
南
都
麻
白
波

高
み
外
に
か
も
見
む

�

（
巻
一
五
ー
三
五
九
六
）

　

さ
て
、
講
演
で
の
ス
ラ
イ
ド
使
用
は
い
っ

た
ん
終
わ
り
、
こ
の
後
は
プ
リ
ン
ト
の
使
用

に
移
る
。
た
だ
し
、
時
間
の
関
係
で
、
詳
し

い
説
明
を
割
愛
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
少
な
く
な

い
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
プ
リ
ン
ト
の

中
か
ら
、『
播
磨
国
風
土
記
』
の
前
記
万
葉
歌

に
関
係
す
る

別
嬢
に
つ
い

て
の
説
明
部

分
の
み
を
引

用
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と

と
す
る
。

＊
古
代
の
壮

大
で
愛
に
満

ち
た
物
語　

印
南
別
嬢
は

豪
族
吉
備
一
族
の
才
媛
で
、見
目
美
し
く
、聡

明
で
き
ら
き
ら
し
か
っ
た
。
端
正
と
は
内
か

ら
滲
み
で
る
美
と
知
の
こ
と
で
あ
る
。
才
色

兼
備
の
姫
の
こ
と
を
大
帯
日
子
が
お
気
に
召

さ
れ
て
、
都
か
ら
逢
い
に
来
ら
れ
、
姫
は
加

古
川
の
河
口
の
島
に
隠
れ
ら
れ
る
。
あ
き
ら

め
切
れ
ず
に
皇
子
は
探
し
続
け
、
姫
の
飼
い

犬
が
鳴
い
た
こ
と
か
ら
姫
と
逢
わ
れ
た
。
こ

の
嶋
を
南
毘
都
麻
と
名
付
け
ら
れ
た
故
事
で

あ
る
。
二
人
は
結
婚
さ
れ
日
本
武
尊
を
も
う

け
ら
れ
、
日
本
平
定
に
名
を
の
こ
さ
れ
た
。

　

こ
の
講
演
の
あ
と
、
稲
美
町
で
文
化
活
動

を
し
て
お
ら
れ
る
前
田
昭
子
氏
の
朗
詠
が
あ

っ
た
。万
葉
歌
の「
名
く
は
し
き
稲
見
の
海
の

沖
つ
浪
千
重
に
隠
り
ぬ
大
和
島
根
は
（
柿
本

人
麻
呂　

巻
三
・
三
〇
三
）」「
家
に
し
て
わ
れ

は
恋
む
な
印
南
野
の
浅
茅
が
上
に
照
り
し
月

夜
を（
詠
み
人
し
ら
ず　

巻
七
・
一
一
七
九
）」

で
あ
る
。

　

箏
曲
の
「
万
葉
歌
印
南
野
」
が
続
き
、
尺

八
が
西
無
山
氏
、
箏
が
鈴
木
晴
椰
氏
、
お
よ

び
社
中
の
小
原
幾
久
美
氏
・
山
口
み
ど
り
氏

に
よ
っ
て
奏
で
ら
れ
た
。

結社（グループ） 会　　場 内　容 問い合わせ先

ゑ ちうど 揖 西 歌 会 揖西公民館（たつの市） 第４金曜 079（236）6806　　上田　一成

明 石 大 門 歌 会 明石市立勤労福祉会館 第１土曜、午後１時 078（781）0846　　森嶋　郁子

小 野 短 歌 会 コミュニティセンターおの（小野市） 第１日曜、午後

0794（62）2846　　松尾　鹿次
下 東 条 短 歌 教 室 コミュニティセンター下東条（小野市） 第４日曜、午後

東 条 短 歌 会 東条公民館（加東市） 第２日曜、午後

美 加 志 保 巨 勢 教 室 巨勢教室（加東市東古瀬） 第３日曜、午後

ひ だ ま り 歌 会 大阪市立総合学習センター 第２火曜、午後１時 0797（84）8881　　桂　　保子

万
葉
歌
朗
詠
（
前
田
昭
子
氏
）

万
葉
の
調
べ
を
奏
で
る
（
筝
曲
鈴
木

晴
梛
氏
ら
・
尺
八
西
無
山
氏
）
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ふ
れ
あ
い
の
祭
典 

兵
庫
短
歌
祭

入
賞
作
品
選
評
　
　

文
部
科
学
大
臣
賞

�
青
田
　
綾
子
（
神
崎
郡
）

・
家
一
軒
覆
い
つ
く
し
て
咲
け
る
葛
離
散
家

族
の
そ
の
後
を
知
ら
ず

　

野
な
か
の
一
軒
家
を
葛
が
覆
っ
て
い
る
。

美
し
く
捉
え
る
と
緑
の
館
。
葛
の
花
が
咲
き

匂
う
。
ひ
と
つ
の
物
語
と
し
て
去
来
す
る
。

　

最
近
と
み
に
多
く
な
っ
た
空
き
家　

手
入

れ
の
な
い
庭
木　

生
い
茂
っ
た
草　

管
理
者

も
い
な
い
の
だ
ろ
う
。
売
却
も
取
り
壊
す
事

も
出
来
な
い
。
曾
て
は
子
ど
も
の
元
気
な
声

も
聞
こ
え
た
。
平
和
な
家
庭
に
温
か
い
家
族

が
住
ん
で
い
た
。
今
は
住
む
人
も
訪
れ
る
人

も
い
な
い
。
こ
の
葛
の
家
に
も
華
や
か
な
過

去
が
あ
り
長
年
の
歴
史
が
あ
っ
た
に
違
い
な

い
。
現
代
は
独
居
老
人
の
家
も
数
あ
る
。
や

が
て
は
と
淋
し
い
思
い
だ
。
葛
の
花
が
灯
る
。

�

（
志
方
弘
子
）

兵
庫
県
知
事
賞

�

岸
田
美
知
子
（
豊
岡
市
）

・
真
っ
白
な
洗
濯
物
が
吸
い
込
み
し
夏
の
日

向
の
匂
い
を
畳
む

　
「
真
っ
白
な
洗
濯
物
」か
ら
清
潔
な
シ
ー
ツ

や
シ
ャ
ツ
が
庭
に
干
さ
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

が
浮
か
ぶ
。
こ
れ
ら
の
洗
濯
物
が
「
吸
い
込

み
し
」
は
巧
み
な
表
現
で
あ
る
。
吸
い
込
ん

で
い
る
の
は
「
夏
の
日
向
の
匂
い
」
で
あ
る
。

日
の
光
の
温
も
り
が
残
っ
て
い
る
匂
い
は
気

持
ち
が
よ
い
。

　

作
者
は
日
中
の
草
取
り
な
ど
の
仕
事
を
終

え
安
堵
し
、
快
い
気
分
で
洗
濯
物
を
畳
ん
で

い
る
。

　

私
は
視
覚
と
嗅
覚
が
と
ら
え
た
夏
の
夕
暮

れ
の
情
趣
に
ひ
た
っ
た
。�

（
足
立
勝
歳
）

兵
庫
県
議
会
議
長
賞

�

野
添
　
一
男
（
西
脇
市
）

・
さ
よ
な
ら
と
言
わ
ず
に
「
ま
た
ね
」
と
母

の
手
を
に
ぎ
れ
ば
返
す
握
力
た
し
か

　

作
品
か
ら
見
え
る
背
景
は
、
母
子
は
一
緒

に
住
ん
で
お
ら
ず
、
母
は
あ
る
程
度
の
高
齢

の
方
、
も
し
か
す
る
と
ケ
ア
ハ
ウ
ス
へ
入
所

さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
言
葉
の
選

択
に
無
駄
が
な
く
、
す
べ
て
具
体
で
通
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
い
い
。
特
に
〈
さ
よ
な
ら
と

言
わ
ず
に
「
ま
た
ね
」〉
が
作
者
の
微
妙
な
深

層
心
理
を
的
確
に
表
現
し
て
い
て
、
鑑
賞
す

る
側
に
も
ス
ト
レ
ー
ト
に
思
い
が
届
く
。
母

の
手
を
に
ぎ
れ
ば

4

4

4

4

と
平
仮
名
に
し
、
握
力
4

4

と

の
重
な
り
を
避
け
た
と
こ
ろ
も
工
夫
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
普
通
の
言
葉
で
表
現
し
、
誘
引

力
の
あ
る
短
歌
を
い
い
う
た
と
言
う
の
だ
ろ

う
。�

（
藤
岡
成
子
）

兵
庫
県
教
育
委
員
会
賞

�

小
川
富
美
子
（
高
砂
市
）

・
我
が
足
に
添
わ
な
い
靴
を
履
く
よ
う
な
人

の
輪
に
お
り
逃
げ
出
せ
な
く
て

　

何
か
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
ろ
う
か
。
き
っ
と

作
者
は
単
な
る
傍
観
者
と
し
て
い
た
か
っ
た

は
ず
だ
が
、
軽
い
気
持
ち
で
踏
み
込
ん
だ
の

が
運
の
尽
き
、
退
っ
引
き
な
ら
な
い
状
況
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
三
句
目
か
ら

四
句
目
へ
の
つ
な
が
り
が
、
文
脈
的
に
は

ね
じ
れ
が
あ
り
、
不
安
定
さ
は
否
め
な
い
が
、

「
足
に
添
わ
な
い
靴
」
と
い
う
捉
え
方
に
よ

り
違
和
感
か
ら
逃
げ
出
せ
な
い
作
者
の
困
惑

ぶ
り
が
あ
り
あ
り
と
目
に
浮
か
ぶ
。
守
ろ
う

と
し
て
き
た
は
ず
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

の
よ
う
な
も
の
は
案
外
、
些
細
な
こ
と
を
き

っ
か
け
に
崩
れ
る
も
の
だ
。
合
わ
な
い
靴
は

〈
靴
擦
れ
〉
の
元
だ
も
の
。�

（
た
な
か
み
ち
）

（
公
財
）兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
賞

�

桂
　
日
呂
志
（
加
東
市
）

・
末
期
癌
病
め
る
娘
の
脈
と
り
て
添
ひ
寝
せ

し
夜
の
馬
追
ひ
の
声

　

静
か
で
、
悲
し
み
の
深
い
歌
で
あ
る
。
癌

の
た
め
早
く
逝
っ
た
娘
を
思
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
脈
搏
を
見
れ
ば
、
体
調
に
よ
り
そ
の

数
・
強
さ
・
規
則
性
が
変
動
す
る
の
で
、
娘

の
病
状
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
。
や
が
て

死
に
ゆ
く
で
あ
ろ
う
娘
の
病
室
で
付
き
添
っ

て
寝
た
あ
の
夜
は
、
窓
外
で
鳴
く
馬
追
の
声

が
聞
こ
え
て
い
た
。
そ
の
声
が
、
今
も
作
者

結社（グループ） 会　　場 内　容 問い合わせ先

潮 音 神 戸 歌 会 三宮勤労センター（中央区） 第１土曜、午後１時

078（441）3740　　石橋　妙子

花 鏡 さぼ て ん 教 室

三宮サンケアホーム

第１火曜、午後１時

花 鏡 木 曜 教 室 第２木曜、午後１時

花 潮 会 第３火曜、午後１時

ＫＣＣ舞子短歌教室 ＫＣＣ舞子（垂水区） 第３水曜、午後１時

CO・OP文化センター短歌教室 生活文化センター（東灘区） 第２火曜、午後１時

東 浦 短 歌 会 東浦老人福祉センター（淡路市） 第２木曜、午後１時30分 0799（74）2141　　片山田佳子

野添 一男氏

桂 日呂志氏
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の
心
に
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

馬
追
は
、
体
全
体
が
緑
色
で
頭
頂
及
び
前

胸
背
面
が
褐
色
の
昆
虫
。
小
型
で
触
覚
が
長

く
体
長
の
倍
近
い
。
鳴
き
声
は
「
す
い
っ
ち

ょ
」
と
聞
こ
え
る
。�

（
尼
子
勝
義
）

加
古
川
市
長
賞�

稲
田
政
子
（
養
父
市
）

・
幼
ご
の
描
く
絵
が
い
つ
し
か
一
人
か
ら
二

人
に
な
り
て
手
を
つ
な
ぎ
お
り

　

作
中
の
「
幼
ご
」
は
お
孫
さ
ん
で
あ
ろ
う

か
。「
幼
ご
」
は
幼
子
で
良
い
の
で
は
。
描

い
て
い
る
絵
は
自
画
像
か
な
と
思
い
つ
つ
温

か
く
見
守
っ
て
い
た
作
者
だ
が
、
少
し
目
を

離
し
た
隙
に
絵
の
中
の
人
物
が
二
人
と
な
り
、

而
も
手
を
繋
い
で
い
る
の
だ
。
相
手
は
パ
パ

か
し
ら
、マ
マ
か
し
ら
、い
い
え
私
。
作
者
も

共
に
絵
を
楽
し
ん
で
い
る
。
一
首
に
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
温
か
い
も
の
が
流
れ
て
い
て
、
読

者
を
も
、
え
も
言
わ
れ
ぬ
幸
せ
感
に
包
ん
で

く
れ
る
歌
で
あ
る
。
平
明
に
し
て
慈
愛
溢
れ

る
佳
い
歌
。�

（
三
津
野
幸
代
）

加
古
川
市
議
会
議
長
賞

�

芦
田
　
礼
子
（
姫
路
市
）

・
ス
マ
ホ
画
面
に
深
く
入
り
て
い
し
青
年
が

す
い
と
現
世
に
戻
り
下
車
せ
り

　
「
画
面
に
深
く
入
る
」「
す
い
と
現
世
に
戻

る
」
電
車
の
中
で
よ
く
見
か
け
る
様
子
を
、

こ
の
二
つ
の
言
葉
で
う
ま
く
表
現
し
て
い
る
。

ス
マ
ホ
に
む
か
っ
て
何
か
を
し
て
い
る
者
は

確
か
に
架
空
の
世
界
に
入
り
込
ん
で
い
る
、

そ
れ
も
か
な
り
深
く
入
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
電
車
か
ら
降
り
る

時
に
は
さ
っ
と
実
体
の
世
界
に
戻
る
。
そ
れ

を
ま
る
で
水
中
に
潜
っ
て
い
た
人
が
、
水
面

に
現
れ
た
か
の
よ
う
に
「
す
い
と
現
世
に
戻

る
」
と
表
現
し
て
い
る
。
青
年
が
そ
の
両
方

を
自
然
に
行
き
来
し
て
い
る
様
子
を
う
ま
く

捉
え
て
い
る
。
も
う
少
し
推
敲
し
て
字
余
り

等
の
検
討
は
し
て
ほ
し
い
が
！�（
竹
村
公
作
）

加
古
川
市
教
育
長
賞

�

藤
原
　
町
子
（
美
方
郡
）

・
よ
く
も
ま
あ
金
婚
ま
で
も
持
ち
ま
し
た
洗

い
晒
し
の
シ
ャ
ツ
の
感
触

　

話
し
言
葉
の
よ
う
な
初
句
の
軽
や
か
さ
が

結
句
ま
で
自
然
に
流
れ
て
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
で

楽
し
い
一
首
。

　

空
気
の
よ
う
な
二
人
と
は
よ
く
言
う
が
、

「
洗
い
晒
し
の
シ
ャ
ツ
」と
は
作
者
独
特
の
発

想
で
一
首
を
際
立
た
せ
て
い
る
。

　

少
し
色
あ
せ
て
は
い
る
が
、
柔
ら
か
く
体

に
馴
染
む
着
心
地
の
良
い
シ
ャ
ツ
。
足
が
地

に
つ
い
た
そ
の
生
活
感
か
ら
、
飾
り
気
の
な

い
作
者
が
彷
彿
と
す
る
。

　

私
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
夫
婦
像
を
め
ざ
し

て
年
を
重
ね
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

�

（
吉
田
千
代
美
）

神
戸
新
聞
社
賞�

秋
本
　
多
恵
（
岐
阜
県
）

・
戦
ひ
の
地
に
あ
る
子
ら
が
映
さ
れ
る
決
し

て
ほ
ほ
ゑ
み
浮
か
べ
ぬ
子
ら
が

　

万
博
の
頃
、三
波
春
夫
さ
ん
の
歌
う「
世
界

の
国
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」
と
い
う
歌
に
心
を

弾
ま
せ
た
時
が
あ
っ
た
が
、
最
近
は
テ
レ
ビ

の
放
映
す
る
世
界
の
状
況
に
心
が
痛
ま
ぬ
日

が
無
い
。
そ
の
中
で
も
最
も
痛
切
な
怒
り
や

悲
し
み
を
誘
う
の
は
戦
争
の
被
害
を
直
接
受

け
て
い
る
子
供
達
の
姿
の
映
像
で
あ
る
。
経

済
格
差
や
貧
困
が
引
き
起
こ
す
戦
争
も
多
い

と
聞
く
。
戦
争
や
内
戦
の
巻
き
添
え
で
笑
顔

を
失
っ
た
多
く
の
子
供
達
が
直
面
し
て
い
る

命
の
危
機
。
難
し
い
テ
ー
マ
を
テ
レ
ビ
と
い

う
情
報
機
器
を
使
っ
て
身
近
な
問
題
と
し
て

い
る
の
に
感
心
を
し
た
。�

（
伊
藤
佐
重
子
）

兵
庫
短
歌
祭
実
行
委
員
会
長
賞

�

塩
澤
　
文
子
（
姫
路
市
）

・
「
寂
れ
た
ね
」
な
ん
て
あ
い
さ
つ
島
を
出

た
貴
女
に
だ
け
は
言
わ
れ
た
く
な
い

　

仲
良
し
の
友
だ
ろ
う
か
、
久
し
ぶ
り
に
会

っ
た
時
に
交
さ
れ
た
何
気
な
い
挨
拶
だ
っ
た

が
そ
の
突
き
放
す
よ
う
な
言
葉
が
気
に
障
っ

た
。
そ
の
一
因
は
ど
ん
な
事
情
が
あ
っ
た
に

せ
よ
島
を
出
た
彼
女
に
も
あ
る
。
そ
ん
な
押

さ
え
き
れ
な
い
感
情
を
昂
ぶ
ら
せ
る
。
作
者

は
島
を
出
ず
に
島
を
守
っ
て
き
た
強
い
自
負

が
あ
っ
た
。
認
め
た
く
は
な
い
が
認
め
ざ
る

を
得
な
い
本
音
の
歌
で
あ
る
。�（
清
水
昭
男
）

兵
庫
県
歌
人
ク
ラ
ブ
賞

�
西
田
　
弘
子
（
豊
岡
市
）

・
吾
れ
を
産
み
日
だ
ち
す
ぐ
れ
ず
逝
き
し
と

ふ
母
よ
わ
た
し
は
す
こ
や
か
に
老
ゆ

結社（グループ） 会　　場 内　容 問い合わせ先

銀 の 道 短 歌 会 生野マインホール（朝来市） 第３火曜、午後１時
079（672）2334　　中島眞喜子

さ く ら 木 短 歌 会 枚田岡会館（朝来市） 第３日曜、午後１時半

姫 路 水 甕 歌 会 姫路市民会館　指導　小畑  庸子 第３土曜、午後１時
079（232）4003　　生田よしえ

香 寺 短 歌 会 姫路市香寺公民館 第２水曜、午後１時

文 学 圏 社 姫路花の北市民広場（姫路市） 月初めの午後 078（961）5676　　浮田　伸子

未来・トアロード歌会 神戸市勤労会館 第１火曜、午後１時 078（792）9057　　河村　公美

心 の 花 兵 庫 歌 会 みつなかホール（川西市） 第１土曜、午後２時 072（794）3083　　足立　晶子

左より稲田・嶺重・芦田・山田・藤原の各氏
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重
い
内
容
を
淡
々
と
詠
っ
て
読
む
者
の
胸

を
打
つ
。
下
句
の
「
す
こ
や
か
に
老
ゆ
」
に

は
、
亡
き
母
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
も
込
め
ら

れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
医
学
の
発
達
と
共
に
ひ

だ
ち
と
言
う
言
葉
が
通
用
し
な
い
世
代
も
あ

り
、
そ
う
し
た
視
点
か
ら
眺
め
る
と
社
会

詠
の
側
面
を
も
含
ん
で
お
り
幅
の
広
が
る
歌
。

日
だ
ち
は
、
肥
立
ち
、
ひ
だ
ち
が
良
か
っ
た

の
で
な
い
か
し
ら
。
三
句
の
「
と
ふ
」
の
一

語
の
働
き
が
際
立
っ
て
い
て
人
生
の
見
え
る
、

し
み
じ
み
と
味
わ
い
深
い
秀
歌
で
あ
る
。

�
(

落
合
け
い
子)

同
　
賞�

濱
　
　
　
守
（
朝
来
市
）

・
無
防
備
と
言
は
ば
む
ば
う
び
理
髪
師
が
今

し
剃
り
ゆ
く
静
脈
の
上

　

理
髪
店
で
ひ
げ
を
剃
っ
て
も
ら
う
。
あ
り

ふ
れ
た
日
常
の
一
齣
に
そ
ろ
り
と
入
り
込
ん

だ
思
念
。
そ
の
気
付
き
に
慄
然
と
し
な
が
ら

如
何
と
も
し
難
く
、
一
見
心
地
よ
さ
そ
う
に

剃
刀
の
動
き
に
身
を
委
ね
て
い
る
。
こ
の
違

和
を
作
者
は
嗜
虐
的
に
楽
し
ん
で
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
非
常
に
気
に
な
る
一
首
で
あ
る
。

一
読
し
て
首
の
あ
た
り
に
冷
た
い
風
が
吹
く
。

理
髪
店
、
公
衆
浴
場
、
日
本
は
平
和
な
の
だ

と
思
う
。

　

た
だ
、
上
二
句
は
言
い
過
ぎ
の
感
が
否
め

ず
、
解
説
口
調
に
な
っ
て
い
る
の
が
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

（
中
島
眞
喜
子
）

同
　
賞�

小
松
カ
ヅ
子
（
姫
路
市
）

・
真
夜
中
の
足
長
蜘
蛛
は
己
が
影
抱
き
て
し

ろ
き
天
井
を
這
ふ

　

蜘
蛛
は
害
虫
の
天
敵
（
益
虫
）
だ
が
そ
の

風
貌
と
長
い
脚
が
不
気
味
と
嫌
う
ひ
と
が
多

い
。
そ
の
蜘
蛛
が
天
井
を
忍
者
の
よ
う
に
音

も
な
く
這
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
蜘
蛛
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
ヤ
モ
リ
や
ゴ
キ
ブ
リ
で
は

歌
に
な
ら
な
い
。「
真
夜
中
の
」
と
「
し
ろ

き
」
の
色
彩
「
明
暗
」
の
対
比
が
利
い
て
い

る
。
白
い
天
井
は
人
工
の
近
代
の
清
潔
で
無

機
質
な
冷
た
い
心
象
の
比
喩
だ
。
そ
の
白
に

蜘
蛛
と
い
う
「
自
然
」
を
配
置
し
て
バ
ラ
ン

結社（グループ） 会　　場 内　容 問い合わせ先

コ ス モ ス 藍 の 会 姫路市民会館 第２土曜、午後１時 079（448）0895　　久米川孝子

コ ス モ ス 加 西 中央公民館（加西市） 第２土曜、午後１時 0790（42）0415　　藤岡　成子

コ ス モ ス 姫 路 姫路市民会館 第３日曜、午後１時 079（269）0513　　飯田　　進

コ ス モ ス 葛 の 花 八千代プラザ（多可町八千代区） 第２水曜、午後１時 0795（37）0680　　岸本しげ子

白 　 珠 滝野公民館（加東市） 第２水曜、午前 0795（48）3679　　片山　洋子

宝 塚 白 珠 の 会 宝塚東公民館（宝塚市） 第３火曜、午後１時 072（794）0614　　星野　敏江

神 戸 白 珠 の 会 六甲道市民センター 第２水曜、午後１時 0797（32）8462　　東　　昌子

　

２
０
１
４
年
10
月
17
日
、
兵
庫
勤
労
市
民

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。（
公
財
）兵
庫
県
芸
術

文
化
協
会
よ
り
２
名
、
兵
庫
短
歌
祭
開
催
地

加
古
川
市
よ
り
２
名
、
出
席
幹
事
23
名
。
委

任
状
7
名
。
司
会
黒
崎
由
起
子
氏
。
各
代
表

の
挨
拶
に
続
き
、
議
長
に
兼
貞
靖
行
氏
を
選

出
し
、
議
事
に
移
る
。

◇
２
０
１
４
年
度
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
―
兵
庫

短
歌
祭
作
品
審
査

◇
兵
庫
短
歌
祭
実
施
要
領
の
検
討

　

式
次
第
・
主
催
者
等
挨
拶
・
表
彰
式
・
選

考
経
過
報
告
（
司
会
進
行
の
中
で
）

　

作
品
講
評
（
中
川
・
西
橋
・
松
田
・
兼
貞
）

　

講
演
（
松
田
和
薫
氏
「
印
南
野
の
万
葉
歌
・

風
土
記
」
ス
ラ
イ
ド
映
写
）

　

朗
詠
（
前
田
昭
子
氏
）
万
葉
歌
の
筝
演
奏

（
筝
：
鈴
木
晴
椰
氏
、
尺
八
：西
無
山
氏
等
）

　

当
日
の
役
割
分
担
・
準
備
等
に
つ
い
て

２
０
１
4
年
度　

第
２
回
幹
事
会
報
告

◇
２
０
１
５
年
度
神
戸
短
歌
祭
に
つ
い
て

　

歌
人
ク
ラ
ブ
総
会
及
び
兵
庫
短
歌
賞
（
新

人
賞
）
表
彰

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
短
歌
に
と
っ
て〈
美
〉と

は
何
か
―
阿
木
津
英
氏
を
囲
ん
で
」（
案
）

　

パ
ネ
ラ
ー
：
阿
木
津
英
・
江
畑
實
・
中
川

昭
各
氏
他
（
未
定
）

◇
年
刊
歌
集
54
集
刊
行
11
月
14
日
発
送

◇
会
報
１
９
２
号
12
月
15
日
発
行

◇
次
年
度
兵
庫
短
歌
祭
開
催
地
（
受
入
自
治

体
）
姫
路
市
に
て
２
０
１
５
年
11
月
14
日

◇
第
4
回
歌
集
批
評
会　

２
０
１
５
年
２
月

21
日
（
土
）　

久
米
川
孝
子
『
こ
と
ば
の
銀

河
』（
落
合
け
い
子
）
武
富
純
一
『
鯨
の

骨
』（
小
谷
博
泰
）・
司
会
（
未
定
）

◇
伝
統
文
化
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

２
０
１
５
年
３
月
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）

　

於
：
県
公
館

ス
を
取
り
、
そ
れ
を
背
景
に
「
自
分
の
影
を

抱
く
も
の
」
と
い
う
普
遍
の
ポ
エ
ジ
ー
が
詠

ま
れ
て
い
る
。�

（
飯
田　

進
）

入
選
（
５
名
）
山
中
洋
子
（
三
木
）、谷
垣
わ

き
ゑ
（
加
西
）、
川
﨑
弘
子
（
豊
岡
）、
水
野

美
子
（
姫
路
）、
山
本
み
さ
よ
（
神
戸
）

佳
作
（
15
名
）
鈴
木
紀
子
（
川
西
）、若
林
久

子
（
神
戸
）、
芝
地
裕
子
（
豊
岡
）、
加
藤
政

輝
（
尼
崎
）、
石
田
勝
啓
（
た
つ
の
）、
金
井

久
代
（
加
西
）、
佐
藤
純
子
（
養
父
）、
黒
木

悠
人
（
京
都
）、
矢
内
温
代
（
神
戸
）、
小
山

悦
子
（
朝
来
）、
森　

聰
子
（
尼
崎
）、
有
本

保
文
（
明
石
）、
石
田
フ
サ
子
（
赤
穂
）、
久

米
川
孝
子
（
高
砂
）、
内
田
み
ゆ
き
（
加
西
）

（左）西田さん、（後）小松さん
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ジ
ュ
ニ
ア
部
門
入
賞
入
選
作
品
選
評安

藤
直
彦
　

　

本
年
の
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同

じ
、
36
校
、
５
２
３
首
の
参
加
を
い
た
だ
い

た
。
昨
年
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
全
体
的
に

作
品
が
の
び
の
び
と
し
て
い
て
「
や
ら
さ
れ

て
い
る
」
と
い
っ
た
こ
と
で
な
く
、
自
分
の

自
然
さ
の
中
で
、
客
観
の
目
を
も
っ
て
表
現

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

「
日
本
の
心
」と
も
い
う
べ
き
文
化
が
次
世
代

に
継
承
さ
れ
、
人
間
形
成
に
資
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
、
先
生
方
の
ご
指
導
の
賜
物
と
感

謝
申
し
上
げ
る
。

兵
庫
県
知
事
賞

兵
庫
県
立
多
可
高
等
学
校

�

益
田
ひ
か
り

・
溶
け
か
か
る
赤
と
白
の
か
き
氷
君
の
ス
プ

ー
ン
が
さ
っ
く
り
く
ず
す

　
「
赤
」
は
イ
チ
ゴ
、「
白
」
は
ミ
ル
ク
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
別
の
器
の
も
の
か
、
一
つ

の
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、「
溶
け
か
か

る
」「
さ
っ
く
り
く
ず
す
」
と
見
て
い
る
と
こ

ろ
に
「
君
」
へ
の
眼
差
し
が
そ
そ
が
れ
て
い

て
、
さ
り
げ
な
い
中
に
、
微
妙
な
心
模
様
が

簡
潔
平
明
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

兵
庫
県
議
会
議
長
賞

兵
庫
県
立
上
野
ヶ
原
特
別
支
援
学
校

�

仲
宗
根
琉
奈

・
ひ
ま
わ
り
の
畑
の
中
か
ら
見
え
か
く
れ
し

て
い
る
小
さ
な
麦
わ
ら
帽
子

　

こ
の
歌
の
味
わ
い
、
広
が
り
を
生
ん
で
い

る
の
は
「（
畑
の
な
か
）
か
ら
」
で
あ
ろ
う
。

「
か
ら
」
が
「
に
」
で
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
の
歌

に
な
っ
て
し
ま
う
。
大
き
く
咲
い
た
ひ
ま
わ

り
畑
を
作
者
は
や
や
離
れ
て
見
て
い
る
の
だ

ろ
う
が
、あ
る
い
は
「
小
さ
な
麦
わ
ら
帽
子
」

は
も
う
一
人
の
自
分
の
投
影
か
。

兵
庫
県
教
育
委
員
会
賞

西
脇
市
立
黒
田
庄
中
学
校

�

藤
本
　
芽
来

・
好
き
だ
と
か
嫌
い
だ
と
か
の
そ
の
前
に
あ

な
た
は
私
知
っ
て
い
ま
す
か

　

わ
が
思
春
期
の
こ
ろ
、
賢
く
て
き
れ
い
な

女
子
に
わ
が
意
思
表
示
を
し
た
い
が
、
こ
の

歌
の
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
そ
う
で
何
も
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
だ
す
。
こ
う
し
た

経
験
は
大
方
の
「
男
」
に
あ
る
も
の
で
、
な

る
ほ
ど
と
、
共
感
を
呼
ぶ
と
こ
ろ
が
こ
の
作

の
吸
引
力
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

（
公
財
）兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
賞

尼
崎
市
立
成
良
中
学
校

�

関
山
　
聖
子

・
け
ん
か
し
た
日
々
も
今
で
は
大
切
な
ピ
ー

ス
の
一
つ
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル

　

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
組
み
合

せ
て
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
に
仕
上
げ
て

い
く
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
あ
っ
て
今
が
あ
る
。

そ
ん
な
実
感
を
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
に
な
ぞ
ら

え
て
言
い
得
て
い
る
。
ケ
ン
カ
も
よ
き
絆
に

な
っ
て
い
く
こ
と
も
若
い
と
き
な
ら
で
は
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。「
ピ
ー
ス
の
一
つ
」が
効
い

て
い
る
。

加
古
川
市
長
賞

姫
路
市
立
安
室
中
学
校

�

嶺
重
　
　
悠

・
官
兵
衛
は
こ
の
地
に
立
っ
て
い
た
の
か
な

備
中
高
松
私
も
立
つ

　

備
中
高
松
城
の
水
攻
め
、
黒
田
官
兵
衛
の

策
と
い
う
。
そ
の
地
に
立
っ
て
青
春
の
気
風

は
往
時
に
思
い
を
馳
せ
る
。
大
柄
に
大
胆
に

簡
潔
平
明
に
出
来
て
い
て
心
地
よ
い
。「
備
中

高
松
私
も
立
つ
」
が
決
ま
っ
て
い
る
。「
悠
」

さ
ん
は
女
子
か
男
子
か
、
作
者
の
性
別
に
よ

っ
て
も
味
わ
い
方
は
違
っ
て
も
来
る
。

結社（グループ） 会　　場 内　容 問い合わせ先

て の ひ ら NPO法人てのひら（高砂市） 第１土曜、午後 079（442）2476　　石原　智秋

青 山 短 歌グ ル ープ 立花公民館（尼崎市） 第２木曜、午後１時 06（6429）5158　　たなかみち

高 　 嶺（ 神 戸 支 部 ）神戸市婦人会館（中央区） 第３土曜、午後１時　 078（927）4439　　伊藤　敦子

茅 花 短 歌 会 ふれあい交流館（稲美町） 第２水曜、午前９時30分 079（492）1766　　前田　昭子

波 濤 神 戸 三好弥寿子宅（長田区） 第４木曜、午後（原則） 078（612）9294　　保田　ひで

東 加 古 川 短 歌 会 加古川総合文化センター（加古川市）第２金曜、午後１時 079（293）0956　　水野　美子

ち ぬ の 海 短 歌 会 中央公民館（尼崎市） 第２金曜、午後１時 06（6411）6516　　内井　幸子

◇
２
０
１
５
年
度
神
戸
短
歌
祭
に
つ
い
て

　

歌
人
ク
ラ
ブ
総
会
及
び
兵
庫
短
歌
賞
（
新

人
賞
）
表
彰

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
短
歌
に
と
っ
て〈
美
〉と

は
何
か
―
阿
木
津
英
氏
を
囲
ん
で
」（
案
）

　

パ
ネ
ラ
ー
：
阿
木
津
英
・
江
畑
實
・
中
川

昭
各
氏
他
（
未
定
）

◇
年
刊
歌
集
54
集
刊
行
11
月
14
日
発
送

◇
会
報
１
９
２
号
12
月
15
日
発
行

◇
次
年
度
兵
庫
短
歌
祭
開
催
地
（
受
入
自
治

体
）
姫
路
市
に
て
２
０
１
５
年
11
月
14
日

◇
第
4
回
歌
集
批
評
会　

２
０
１
５
年
２
月

21
日
（
土
）　

久
米
川
孝
子
『
こ
と
ば
の
銀

河
』（
落
合
け
い
子
）
武
富
純
一
『
鯨
の

骨
』（
小
谷
博
泰
）・
司
会
（
未
定
）

◇
伝
統
文
化
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

２
０
１
５
年
３
月
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）

　

於
：
県
公
館

益田 ひかりさん

入選の左から間舎さん、長尾さん、小椋さん、嶋田さん
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加
古
川
市
議
会
議
長
賞

加
古
川
市
立
陵
南
中
学
校

�

山
田
萌
々
香

・
い
く
つ
も
の
奇
跡
偶
然
重
な
っ

て
私
が
生
ま
れ
あ
な
た
に
会
え

た

　

自
我
の
め
ざ
め
の
青
年
期
は
こ

う
し
た
一
つ
一
つ
の
認
識
の
重
な

り
を
経
て
い
く
。
そ
し
て
今
の
自

分
を
踏
ま
え
る
。
そ
れ
が
偶
然
の

重
な
り
な
の
か
、
あ
る
い
は
神
の

定
め
た
必
然
と
受
け
止
め
る
よ
う

に
な
る
か
、
人
の
出
会
い
と
は
不

思
議
な
も
の
で
あ
る
。「
あ
な
た
に

会
え
た
」
に
歌
が
生
ま
れ
る
。

加
古
川
市
教
育
長
賞

加
古
川
市
立
平
岡
中
学
校

�

妻
鹿
　
紗
和

・
新
し
い
服
を
買
っ
た
ら
シ
ャ
ン

ゼ
リ
ゼ
鏡
の
向
こ
う
は
ペ
イ
ネ

の
風
景

　

フ
ラ
ン
ス
風
の
お
し
ゃ
れ
な
服

を
買
っ
て
気
分
浮
き
浮
き
、
姿
見

の
鏡
の
向
こ
う
の
風
景
は
ま
る
で

ペ
イ
ネ
の
絵
の
よ
う
に
見
え
て
い

て
、
こ
う
読
み
と
っ
た
。
な
か
な

か
粋
な
作
り
に
な
っ
て
い
る
。
ど

こ
か
に
類
型
が
あ
り
そ
う
で
も
あ

る
が
、
こ
う
し
た
作
り
は
読
者
の

心
を
も
浮
き
立
た
せ
て
く
れ
る
。

兵
庫
短
歌
祭
実
行
委
員
会
長
賞

神
戸
市
立
歌
敷
山
中
学
校

�

神
田
　
典
佳

・
風
揺
れ
て
木
漏
れ
日
揺
れ
て
森

光
る
優
し
い
夏
の
手
紙
が
届
く

　

初
夏
の
さ
わ
や
か
な
生
命
感
あ

ふ
れ
る
自
然
に
身
を
お
い
て
、
優

し
さ
あ
ふ
れ
る（
あ
な
た
か
ら
の
）

手
紙
を
読
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
。

名
詞
が
５
つ
、
動
詞
が
４
つ
、
形

容
詞
１
つ
と
に
ぎ
や
か
だ
が
、
そ

れ
ら
が
う
ま
く
ま
と
ま
り
小
世
界

を
生
み
出
し
て
い
る
。
中
学
生
に

し
て
客
観
の
目
が
開
か
れ
て
い
る
。

兵
庫
県
歌
人
ク
ラ
ブ
賞

小
野
市
立
旭
丘
中
学
校

�

井
上
　
創
太

・
よ
か
っ
た
な
僕
と
出
会
っ
た
古

本
よ
そ
う
じ
ゃ
な
け
れ
ば
今
も

本
棚

　

こ
う
い
う
出
会
い
も
あ
る
ん
だ
。

こ
う
し
て
出
会
っ
た
一
冊
の
古
本

が
人
の
生
涯
に
か
け
が
い
の
な
い

意
味
を
持
つ
こ
と
も
あ
る
。
人
と

本
と
の
慕
わ
し
い
関
わ
り
、
い
か

に
も
本
好
き
の
作
者
が
出
て
い
て

「
古
本
」が
息
づ
い
て
い
る
。
出
会

い
に
よ
っ
て
眠
っ
て
い
た
も
の
が

急
に
生
を
帯
び
る
、
人
も
ま
た
。

兵
庫
県
歌
人
ク
ラ
ブ
賞

武
庫
川
女
子
大
学
附
属
高
等

学
校�

宮
本
　
知
夏

・
青
い
夏
夢
へ
の
ベ
ー
ス
踏
み
し

め
て
大
き
く
見
え
た
彼
ら
の
背

中

　
「
青
い
夏
」と
は
青
春
の
活
気
あ

ふ
れ
る
夏
、「
夢
へ
の
ベ
ー
ス
」
と

は
甲
子
園
出
場
へ
の
夢
、
で
あ
ろ

う
。
そ
の
夢
に
向
け
て
猛
練
習
を

し
て
い
る
「
彼
ら
」
を
た
く
ま
し

く
見
て
い
た
の
だ
。
事
柄
を
比
ゆ

的
、
象
徴
的
に
表
現
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
い
い
。「
見
え
た
」は
単
な

る
思
い
出
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

入
選　
（
12
名
）　

赤
穂
市
立
有
年
中
学
校

�
塚
本
　
真
衣

加
古
川
市
立
陵
南
中
学
校

�

嶋
田
玖
瑠
美

神
戸
市
立
歌
敷
山
中
学
校

�

増
田
　
雅
弓

宍
粟
市
立
波
賀
中
学
校

�

小
椋
　
　
奏

兵
庫
県
立
山
崎
高
等
学
校

�

植
田
　
奈
々

兵
庫
県
立
山
崎
高
等
学
校�

中
山
　
春
奈

兵
庫
県
立
山
崎
高
等
学
校�

長
尾
　
崚
平

佐
用
町
宍
粟
市
組
合
立
三
土
中
学
校

�

近
嶋
　
七
海

兵
庫
県
立
姫
路
聴
覚
特
別
支
援
学
校

�

森
本
　
瑞
歩

明
石
市
立
大
蔵
中
学
校�

渡
邊
　
真
衣

加
東
市
立
滝
野
中
学
校�

間
舎
沙
生
里

兵
庫
県
立
山
崎
高
等
学
校�

朱
山
　
和
花

【
参
加
校
】
（
五
十
音
順
）

相
生
市
立
矢
野
川
中
学
校
、
明
石
市
立
大

蔵
中
学
校
、明
石
市
立
二
見
中
学
校
、赤
穂

市
立
有
年
中
学
校
、
尼
崎
市
立
成
良
中
学

校
、
小
野
市
立
旭
丘
中
学
校
、
小
野
市
立

小
野
南
中
学
校
、
加
古
川
市
立
平
岡
中
学

校
、
加
古
川
市
立
両
荘
中
学
校
、
加
古
川

市
立
陵
南
中
学
校
、
加
東
市
立
滝
野
中
学

校
、
加
東
市
立
東
条
中
学
校
、
加
東
市
立

社
中
学
校
、
香
美
町
立
村
岡
中
学
校
、
神

戸
市
立
井
吹
台
中
学
校
、
神
戸
市
立
歌
敷

山
中
学
校
、
佐
用
町
宍
粟
市
組
合
立
三
土

中
学
校
、
宍
粟
市
立
波
賀
中
学
校
、
高
砂

市
立
松
陽
中
学
校
、
多
可
町
立
中
町
中
学

校
、
宝
塚
市
立
安
倉
中
学
校
、
東
洋
大
学

付
属
姫
路
中
学
校
、
西
脇
市
立
黒
田
庄
中

学
校
、
姫
路
市
立
安
室
中
学
校
、
姫
路
市

立
坊
瀬
中
学
校
、
姫
路
市
立
増
井
中
学
校
、

三
木
市
立
三
木
中
学
校
、
三
木
市
立
緑
が

丘
中
学
校
、武
庫
川
女
子
大
学
付
属
中
学
・

高
等
学
校
、
兵
庫
県
立
上
野
ケ
原
特
別
支

援
学
校
、
兵
庫
県
立
姫
路
聴
覚
特
別
支
援

学
校
、
兵
庫
県
立
芦
屋
高
等
学
校
、
兵
庫

県
立
神
戸
北
高
等
学
校
、
兵
庫
県
立
篠
山

産
業
高
等
学
校
、
兵
庫
県
立
多
可
高
等
学

校
、
兵
庫
県
立
山
崎
高
等
学
校

�

（
以
上
36
校
）

結社（グループ） 会　　場 内　容 問い合わせ先

水 甕 明 石 人丸堂３階（明石市魚の棚） 第１土曜、午後１時 078（914）0078　　向山　明子

奥 播 磨 短 歌 会 加美プラザ（多可町加美区） 第３土曜、午後１時 0795（35）0489　　西川　洋子

新 月 芦 屋 支 部 西宮北口生活消費センター５F 第３土曜、午後１時 078（733）8569　　西村　　郁

塔 姫 路 歌 会 城南公民館 第２日曜、午後１時 0790（28）0158　　稲垣　保子

井上 創太さん

佳作の皆さん（一部）
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は
じ
め
に�

安
藤
　
直
彦
　

　

応
募
作
品
四
十
九
篇
は
気
の
こ
も
っ
た
佳
品
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
そ
れ
ぞ
れ
の
是
非

を
再
見
し
、
良
い
歌
の
在
り
様
を
共
有
し
今
後
に
資
し
た
い
と
思
う
。
も
と
よ
り
作
品
の
良
い

評
の
在
り
様
と
い
う
も
の
、
一
筋
で
い
か
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
評
し
評
さ
れ
な
が
ら
互
い

の
よ
り
良
い
在
り
方
に
向
け
、
互
い
の
研
鑽
の
場
の
一
つ
と
し
て
の
意
義
を
担
う
こ
と
が
出
来

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
作
品
の
性
格
上
、
評
者
に
は
当
歌
人
ク
ラ
ブ
顧
問
三
氏
と
兵
庫
短
歌
賞
選

考
委
員
八
氏
に
お
願
い
し
た
。
な
お
、
兵
庫
短
歌
賞
入
賞
作
品
四
篇
は
前
号
に
発
表
に
つ
き
割

愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

平
成
二
十
五
年
度�

兵
庫
短
歌
賞
応
募
作
品
評

事
実
よ
り
隠
さ
れ
た
真
実
を
見
極
め
る
こ
と�

石
橋
　
妙
子

・
と
む
ら
い
の
終
れ
ば
母
の
非
在
と
い
う
日
常
始
ま
る
秋
深
み
つ
つ�

岡
田
恭
代　

・
そ
こ
こ
こ
に
電
子
ア
ラ
ー
ム
聞
き
な
が
ら
整
形
外
科
に
首
吊
ら
れ
お
り

　

こ
の
二
首
に
よ
り
作
者
の
日
常
が
直
截
に
手
渡
さ
れ
る
。
二
十
首
詠
「
蒼
き
り
ん
ど
う
」
の

な
か
に
は
き
ら
り
と
光
る
佳
品
も
多
い
反
面
、
や
や
粗
い
表
現
が
散
見
す
る
の
が
惜
し
い
。

・
君
逝
く
も
あ
の
日
あ
の
刻
忘
れ
な
い
静
か
に
見
入
る
あ
の
日
の
便
り�

星
野
泰
山　

・
君
逝
き
て
あ
り
し
面
影
し
の
び
を
り
別
れ
の
詞
こ
こ
に
捧
げ
ん

　

短
歌
は
読
者
と
の
共
同
作
業
に
よ
り
息
吹
く
も
の
。
作
者
は
自
ら
の
独
創
性
を
大
切
に
し
つ

つ
発
想
、
言
葉
選
び
に
心
を
砕
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
更
に
連
作
に
お
け
る
起
承
転
結
の
構

成
も
な
お
ざ
り
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

・
五
枚
に
も
な
り
た
る
手
紙
に
季
の
切
手
伝
は
る
で
せ
う
か
控
へ
目
の
ノ
ッ
ク�
杉
本
玲
子　

・
海
底
の
泡

あ
ぶ
く

立
つ
や
う
な
カ
フ
ェ
に
て
ゆ
つ
く
り
味
は
ふ
ガ
テ
マ
ラ
珈
琲

　

微
妙
な
深
層
心
理
を
詩
情
ゆ
た
か
に
表
現
し
て
い
て
、
そ
の
力
量
は
評
価
す
る
と
こ
ろ
。
今

後
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

・
胡
瓜
も
み
白シ

ラ

ス

子
干
た
つ
ぷ
り
振
り
込
み
て
病
室
に
持
ち
来
夫
の
一
品�

伊
藤
芳
津　

・
病
室
の
ピ
ン
ク
の
カ
ー
テ
ン
翳
り
き
て
一
人
の
長
き
朱
夏
の
日
は
昏
る

　

入
院
、
手
術
、
リ
ハ
ビ
リ
と
入
院
日
誌
の
一
連
で
あ
り
、
入
院
の
緊
張
感
、
倦
怠
感
な
ど
表

現
さ
れ
て
お
り
、
作
者
の
心
情
も
伝
わ
っ
て
く
る
が
、
こ
の
よ
う
な
一
連
は
報
告
詠
の
域
を
な

か
な
か
抜
け
ら
れ
な
い
所
に
落
し
穴
が
あ
る
。
記
録
詠
と
し
て
存
在
す
る
為
の
工
夫
も
必
要
。

完
成
度
の
不
足
と
テ
ー
マ
性
の
欠
如�

楠
田
　
立
身

　
「
春
に
よ
せ
て
」�

臼
井
て
る
子　

・
耕
せ
し
土
や
わ
ら
か
に
湿
り
居
て
一
雨
ご
と
に
春
近
づ
き
ぬ

・
現う

つ

生し
よ

の
惨
事
を
よ
そ
に
咲
き
そ
ろ
う
れ
ん
げ
畑
に
白
き
蝶
舞
う

　

全
体
的
に
抑
制
が
利
い
て
連
作
と
し
て
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
な
い
が
安
定
感
の
あ
る
連
作
。

　
「
命
」�

矢
野
未
代
子　

・
命
と
言
う
不
思
議
な
も
の
は
何
処
か
ら
そ
し
て
い
ず
こ
に
消
え
ゆ
く
も
の
か

・
気
お
ち
し
て
あ
せ
り
が
多
く
な
る
日
あ
り
短う

歌た

は
私
の
味
方
か
敵
か

　

結
句
を
疑
問
に
し
て
読
者
に
預
け
る
手
法
が
三
首
あ
る
が
作
者
の
述
志
が
弱
く
な
る
。

　
「
随
感
随
筆
」�

西
村　

徹　

・
行
革
で
後
任
の
な
き
机
に
は
回
覧
文
書
が
積
ま
れ
て
ゆ
け
り

・
三
人
の
客
が
同
時
に
ア
ク
ビ
せ
し
車
窓
か
ら
見
る
土
曜
の
ホ
ー
ム

　

連
作
で
な
く
雑
詠
の
群
作
の
感
が
す
る
。
時
間
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
な
が
ら
現
代
の
風
俗
に
迫

る
着
眼
は
捨
て
が
た
い
の
で
推
敲
を
重
ね
て
完
成
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　
「
日
常
と
い
ふ
非
ニ
チ
ジ
ョ
ー
」�

清
水
昭
男　

・
戦
争
の
体
験
と
い
ふ
壁
が
あ
る
死
す
る
生
き
る
を
見
詰
め
て
来
し
か

・
熟
年
と
呼
ば
れ
る
夫
婦
の
調
停
日
語
ら
ぬ
日
々
に
線
路
錆
び
ゐ
し
か

　

結
句
の
疑
問
の
結
び
が
掲
出
歌
を
含
め
四
首
。
こ
れ
で
は
奇
抜
な
題
に
応
え
ら
れ
な
い
。
現

代
を
風
刺
す
る
視
線
を
研
ぎ
再
構
成
し
た
い
。

秘
す
れ
ば
花
な
り
（
世
阿
弥
『
風
姿
花
伝
』
）

再
度
の
挑
戦
に
期
待
し
た
い�

土
居
　
正

・
子
の
留
守
の
電
話
フ
ァ
ク
ス
に
悩
ま
さ
る
新
型
な
れ
ど
老
い
に「
ゴ
ウ
モ
ン
」�

岡
本
絹
江　

　

最
近
の
Ｉ
Ｔ
関
連
の
進
歩
に
つ
い
て
い
け
な
い
気
持
ち
が
結
句
で
鮮
や
か
。

・
一
人
居
の
午
後
の
テ
レ
ビ
の
楽
し
み
に
「
相
棒
」
見
る
事
六
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

　

事
実
を
述
べ
た
だ
け
の
作
。「
見
る
」
は
「
観
る
」。
こ
の
結
句
不
要
。
結
句
を
大
事
に
。

・
夕
陽
浴
び
我
よ
り
大
き
な
影
連
れ
て
家
路
を
急
ぐ
秋
の
夕
暮
れ�

図
子
利
明　

　
「
大
き
な
影
」
が
効
い
て
お
り
、
類
型
に
な
り
そ
う
な
と
こ
ろ
を
免
れ
た
。

・
新
年
の
恵
方
三
社
初
詣
で
拍
手
打
ち
て
幸
せ
願
う

　

上
句
で
験げ

ん

を
担
ぐ
気
持
ち
は
解
る
が
、
四
・
五
句
は
当
り
前
す
ぎ
て
感
動
を
削
ぐ
。

・
あ
の
時
の
あ
の
声
あ
の
顔
わ
が
胸
に
亡つ

妻ま

の
面
影
何
時
と
て
共
に�

嶋
津　

隆　

　

初
・
二
句
の
畳
み
か
け
に
よ
っ
て
、
亡
き
妻
へ
の
愛
の
深
さ
が
読
者
を
も
引
き
込
む
。

・
寒
風
に
チ
ャ
リ
ン
コ
漕
ぎ
て
妻
の
墓
お
線
香
見
据
え
て
夫め

お
と婦
の
語
り

　
「
チ
ャ
リ
ン
コ
」
な
ど
の
俗
語
は
品
位
を
落
と
す
場
合
が
あ
る
の
で
控
え
た
ほ
う
が
い
い
。

・
た
ど
た
ど
と
大
辞
林
へ
と
迷
ひ
込
む
ネ
ッ
ト
の
界
よ
り
は
じ
き
出
さ
れ
て�

奥
田
光
子　

　

ネ
ッ
ト
駄
目
で
も
落
ち
込
ま
ず
、
高
齢
者
は
『
大
辞
林
』
の
林
で
深
呼
吸
し
よ
う
。

・
木
漏
れ
日
の
や
う
な
る
柚
子
の
み
え
か
く
れ
盗
ら
む
手
首
を
ま
づ
棘
が
さ
す

　

初
句
の
直
喩
に
共
感
す
る
が
。
四
句
目
「
手
首
」
は
分
り
に
く
い
。
手
か
指
が
い
い
。

　

全
体
と
し
て
言
わ
で
も
が
な
の
表
現
が
、
折
角
の
佳
品
を
台
無
し
に
し
た
も
の
が
見
受
け
ら

れ
た
。
ま
た
題
名
も
作
品
の
一
つ
と
考
え
、
安
直
に
つ
け
な
い
よ
う
に
心
懸
け
ら
れ
た
い
。



兵 庫 県 歌 人 ク ラ ブ 会 報2014年12月15日 （10）

歌
は
そ
れ
ぞ
れ�

田
岡
　
弘
子

　
「
ル
ソ
ー
の
森
を
ゆ
く
」�

池
本
登
代
子　

・
夕
月
を
友
と
し
深
き
森
に
入
る
風
が
静
か
に
眠
り
は
じ
め
て

・
ア
ン
リ
・
ル
ソ
ー
が
佇
む
や
う
な
木
の
橋
は
レ
モ
ン
色
し
た
月
が
ふ
さ
は
し

　

詩
的
セ
ン
ス
豊
か
に
詠
い
上
げ
た
一
連
は
魅
力
的
で
あ
る
。
渋
谷
の
歌
二
首
は
異
質
の
感
じ

で
あ
っ
た
が
「
遅
れ
つ
つ
咲
く
一
花
」
等
女
性
ら
し
い
視
点
が
あ
り
「
樹
の
声
は
太
く
や
さ
し

く
聞
え
く
る
空
に
伸
び
ゆ
く
い
の
ち
の
ゆ
と
り
」
へ
の
歌
境
の
広
が
り
に
注
目
し
た
い
。

　
「
夏
の
お
し
ゃ
れ
」�

伊
藤
絹
子　

・
熱
き
茶
を
志
野
の
湯
呑
み
に
注
ぎ
を
れ
ば
春
の
陽
ざ
し
が
手
許
を
覗
く

・
ぬ
ば
た
ま
の
夜
空
羽
織
り
て
声
も
な
う
眠
れ
る
街
は
我
を
匿
ふ

　

平
穏
な
日
常
の
窺
え
る
気
負
い
の
な
い
詠
み
が
好
も
し
い
。
難
の
な
い
所
が
反
面
の
イ
ン
パ

ク
ト
の
弱
さ
か
も
。「
幸
せ
は
届
く
と
こ
ろ
に
あ
る
・
・
」
を
深
め
た
心
象
詠
に
期
待
す
る
。

　
「
ご
飯
や
で
」�

武
富
純
一　

・
「
ご
飯
や
で
」LIN

E

の
電
波
が
駆
け
上
が
り
二
階
の
子
ら
が
駆
け
下
り
て
く
る

・
近
頃
は
食
器
洗
い
の
段
取
り
の
工
夫
な
ん
ぞ
も
や
や
愉
し
く
て

　

妻
・
長
男
・
次
男
・
娘
の
他
に
犬
も
素
材
と
し
、
今
ど
き
の
家
庭
の
様
子
を
戯
画
化
し
た
切

り
口
で
描
く
。
賛
否
あ
ろ
う
が
「
褻
」
に
徹
し
た
作
者
の
人
間
味
が
温
か
い
。

　
「
深
秋
」�

塩
見
俊
郎　

・
丹
波
路
の
天
目
楓
は
色
あ
せ
る
も
土
産
物
店
の
客
寄
せ
は
続
く

・
一
世
を
風
靡
の
歌
手
の
他
界
後
も
吾
は
も
少
し
人
生
い
ろ
い
ろ

　

身
辺
を
素
直
な
眼
で
捉
え
素
材
に
暮
し
を
証
し
て
い
る
。「
・
・
だ
み
声
投
げ
る
」
等
状
況

の
解
り
に
く
い
作
も
。
続
け
る
こ
と
で
「
赤
ペ
ン
の
添
削
」
も
少
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

作
品
と
の
出
会
い�

小
谷
　
博
泰

　
「
秘
密
保
護
法
」�

桂　

日
呂
志　

・
で
こ
ぼ
こ
の
土
間
を
大
事
に
駄
菓
子
屋
の
婆
は
昭
和
を
語
り
て
老
い
ぬ

・
田
に
張
り
し
氷
踏
み
割
り
家
鴨
来
る
洗
ふ
冬
菜
の
屑
を
も
と
め
て

　

時
代
の
さ
ま
ざ
ま
の
生
活
風
景
の
描
写
が
生
き
生
き
と
し
て
い
る
。
連
作
冒
頭
の
「
反
対
せ

し
秘
密
法
案
可
決
し
て
脳
裏
を
め
ぐ
る
憲
兵
の
声
」
を
も
う
少
し
広
げ
て
ほ
し
か
っ
た
。
あ
え

て
言
わ
ず
に
、
さ
ら
に
深
く
時
代
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
ふ
ぞ
ろ
ひ
の
時
間
」�

掃
部
伊
津
子　

・
核
心
か
ら
そ
れ
た
話
だ
首
の
な
き
し
ほ
か
ら
蜻
蛉
が
窓
辺
で
動
く

・
記
憶
か
ら
消
し
た
き
も
の
を
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
引
き
つ
れ
て
く
る
法
要
の
席

　

一
見
、
ふ
つ
う
の
情
景
の
見
た
ま
ま
を
書
い
た
よ
う
だ
が
、
触
覚
だ
と
か
体
感
覚
だ
と
か
温

感
だ
と
か
、
ふ
つ
う
は
あ
ま
り
意
識
さ
れ
な
い
、
こ
と
ば
以
前
の
も
の
と
し
て
感
じ
取
る
よ
う

な
感
触
が
読
み
取
ら
れ
て
い
る
。
夢
の
な
か
で
感
じ
る
感
覚
に
近
い
よ
う
で
も
あ
る
。
す
ぐ
れ

て
個
性
的
な
作
品
群
で
あ
る
。

　
「
赤
い
べ
べ
着
て
」�

尾
花
栄
子　

・
雪
雲
の
及
び
て
昏
き
本
堂
に
誰
が
忘
れ
し
か
黒
き
手
袋

・
昏
れ
て
ゆ
く
心
に
灯
る
古
里
の
数
多
の
水
子
地
蔵
に
逢
え
り

　

伝
統
的
な
読
み
口
の
作
品
が
多
く
、
安
心
し
て
読
め
る
が
、
そ
れ
が
少
し
物
足
り
な
い
と
言

え
ば
い
え
る
。
記
憶
の
中
の
光
景
の
よ
う
で
も
あ
り
静
か
な
日
々
が
、
静
か
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

全
体
と
し
て
は
、
個
々
の
作
品
の
発
想
を
さ
ら
に
多
様
に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
「
星
を
撮
る
人
」�

小
林
ま
や　

・
夕
日
さ
す
窓
辺
に
寄
り
て
新
婚
の
課
長
は
弁
当
袋
を
開
く

・
里
芋
を
箸
で
上
手
に
つ
か
ま
え
て
父
親
サ
ム
は
子
に
食
べ
さ
せ
る

　

見
た
ま
ま
の
光
景
を
詠
ん
だ
よ
う
で
も
、
そ
の
光
景
に
意
外
性
が
あ
る
と
驚
き
が
生
ま
れ
、

詩
情
が
生
じ
る
。
一
連
に
は
、
明
る
く
微
笑
ま
し
い
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
。
た
だ
、
似
た
よ

う
な
ま
と
ま
り
方
で
終
わ
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
一
首
ご
と
の
集
中
力
を
高
め
た
い
。

五
感
を
総
動
員
せ
よ�

小
林
　
幹
也

　

近
代
以
降
、
写
実
、
写
実
と
い
わ
れ
過
ぎ
た
せ
い
で
、
私
た
ち
歌
人
は
、
ど
う
し
て
も
視
覚

偏
重
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
そ
も
そ
も
短
歌
は
視
覚
だ
け
で
な
く
、
五
感
を
総
動
員
し

て
つ
く
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
廣
庭
由
利
子
の
「
飛
騨
逍
遥
」
は
そ
の
点
、
飛
騨
と
い
う
土
地

を
見
る
だ
け
で
な
く
、
聞
き
、
味
わ
っ
て
い
る
。

・
高
山
の
夕
べ
を
向
か
ふ
バ
ス
で
聞
く
宿す

く
な儺
か
ぼ
ち
や
の
プ
デ
ィ
ン
グ
の
味

・
榧か

や

の
実
は
秋
の
深
ま
る
ま
で
待
て
と
店
主
は
陣
屋
の
す
ぎ
こ
し
語
る

　

岡
本
光
代
の
「
白
き
闇
」
に
も
五
感
を
研
ぎ
澄
ま
し
て
詠
ん
だ
歌
が
見
ら
れ
た
。

・
目
覚
め
た
る
朝
床
に
ゐ
て
計
る
な
り
音
を
吸
ひ
こ
む
積
雪
の
嵩

　

そ
の
他
、
自
然
と
人
事
が
共
鳴
す
る
歌
に
注
目
し
た
。

・
つ
く
ば
ひ
に
張
り
た
る
氷
ま
だ
融
け
ぬ
耐
へ
て
ゐ
る
の
は
わ
れ
の
み
な
ら
ず

　

岸
本
万
由
美
の
「
老
い
の
流
儀
」
で
あ
る
が
、
老
後
の
さ
さ
や
か
な
楽
し
み
を
静
か
な
口
調

で
詠
み
、
印
象
的
で
あ
っ
た
。

・
白
壁
に
人
影
動
き
月
高
し
心
ま
で
澄
む
秋
夜
の
冷
え
に

・
傍
ら
に
在
り
て
気
づ
か
ぬ
平
凡
を
今
宵
の
月
が
照
ら
し
く
れ
た
り

　

矢
内
温
代
の
「
白
き
飛
沫
」。
戦
後
の
朝
鮮
か
ら
の
引
揚
げ
体
験
を
詠
み
、
注
目
し
た
。

・
空
に
星
の
あ
る
こ
と
教
へ
く
れ
し
父
引
揚
げ
途
上
の
野
宿
の
夜
に

・
五
歳
児
の
わ
れ
は
は
じ
め
て
死
を
知
り
ぬ
引
揚
げ
船
の
水
葬
を
見
て

　

こ
う
い
っ
た
歌
は
、
主
義
主
張
や
思
想
を
前
面
に
出
し
て
詠
む
よ
り
、
敢
え
て
そ
れ
ら
を
抑

え
、
淡
々
と
具
体
的
に
詠
み
進
め
た
方
が
、
説
得
力
が
増
す
。
そ
こ
か
ら
に
じ
み
出
て
く
る
も

の
が
あ
る
か
ら
だ
。
や
や
主
張
が
先
走
っ
て
し
ま
っ
た
後
半
の
歌
が
惜
し
ま
れ
る
。
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さ
び
の
部
分
と
構
成
力�

尾
崎
　
ま
ゆ
み

　
「
飛
べ
な
い
猫
」�

山
田
恵
子　

・
眠
ら
せ
た
想
い
を
昔
の
流
行
り
歌
サ
ビ
効
か
せ
つ
つ
リ
フ
レ
イ
ン
す
る

・
電
話
な
ら
や
さ
し
い
椅
子
に
な
れ
る
の
に
会
え
ば
と
ん
が
る
私
の
部
品

　

流
行
り
歌
の
サ
ビ
の
部
分
の
は
な
や
か
さ
と
、
う
い
う
い
し
さ
に
惹
か
れ
、
私
は
一
位
に
押

し
た
。
小
さ
い
町
の
日
常
の
場
面
の
描
写
も
、
き
ら
き
ら
と
ひ
か
っ
て
い
た
。
構
成
に
気
を
付

け
て
、
時
間
の
流
れ
、
あ
る
い
は
起
承
転
結
を
見
せ
る
と
ぐ
っ
と
引
き
締
ま
る
。

　
「
紡
が
れ
た
も
の
」�

老
月
良
一　

・
玄
関
の
自
動
扉
の
溝
の
中
い
つ
は
ま
り
た
り
団
子
虫
達

・
未
来
へ
と
形
見
を
遺
す
生
き
た
こ
と
愛
し
た
こ
と
と
紡
が
れ
た
も
の

　

非
情
な
る
も
の
へ
の
冷
静
な
眼
差
し
、
未
来
へ
と
紡
が
れ
る
生
命
へ
の
思
い
、
一
首
一
首
の

完
成
度
は
高
く
魅
力
的
。
散
漫
な
印
象
が
生
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

　
「
廃
線
鉄
路
」�

福
山
裕
恵　

・
小
春
日
に
温
む
廃
線
枕
木
を
ふ
め
ば
硬
骨
祖
父
の
背
に
似
る

・
お
の
が
影
踏
み
つ
つ
た
ど
る
廃
線
に
土
手
の
荒
草
み
ど
り
を
は
わ
す

　

廃
線
鉄
路
へ
の
粘
り
づ
よ
い
取
り
組
み
が
魅
力
。
場
面
の
切
り
取
り
や
、
描
写
力
も
優
れ
て

い
る
の
で
、
郷
愁
に
満
ち
た
風
景
が
し
っ
か
り
と
見
え
て
く
る
。
た
だ
「
廃
線
」
と
い
う
言
葉

が
二
十
首
の
う
ち
の
十
八
首
に
あ
る
の
は
や
は
り
気
に
な
る
。

　
「
上
月
家
の
ね
こ
」�

上
月
し
げ
子　

・
十
二
支
に
猫
の
な
き
ゆ
ゑ
年
の
瀬
は
端
居
を
な
し
て
た
ぬ
き
ね
い
り
す

・
ニ
ン
ゲ
ン
の
観
察
力
は
漱
石
の
ネ
コ
に
僕
た
ち
お
と
ら
ず
候

　

構
成
力
も
、
表
現
力
も
あ
る
作
品
。
猫
を
主
役
に
し
た
物
語
が
見
え
て
き
て
、
一
気
に
読
ま

せ
る
力
も
あ
る
。
一
首
の
完
成
度
も
高
い
。
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
む
一
連
は
貴
重
。

ひ
と
つ
な
る
影�

黒
崎
　
由
起
子

　
「
ゴ
ド
ー
、
ゆ
る
や
か
に
」�

上
條
翔
太　

・
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
巨
人
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
早
く
縛
っ
て
首
を
落
と
し
て　

・
古
い
本
で
切
っ
た
人
さ
し
指
の
血
が
ペ
ー
ジ
に
滲
み
て
僕
は
本
に
な
る

　

得
体
の
知
れ
な
い
焦
燥
が
ふ
く
ら
み
巨
大
化
し
、
こ
の
苦
し
み
か
ら
逃
れ
る
に
は
僕
自
身
の

首
を
落
と
す
し
か
な
い
と
い
う
絶
望
感
。
自
ら
の
血
に
滲
ん
で
い
く
本
は
も
う
僕
だ
と
い
う
無

機
質
な
感
覚
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
暴
走
し
そ
う
な
若
さ
が
魅
力
的
で
あ
る
。

　
「
闇
に
消
え
ゆ
く
眠
り
姫
た
ち
」�

渡
邊
大
貴　

・
人
が
死
ぬ
自
宅
近
く
の
踏
切
音
聴
き
な
が
ら
に
し
て
過
ご
す
夏
の
日　
　
　

・
出
来
損
な
い
の
人
間
が
出
来
損
な
い
の
フ
ル
ー
ツ
を
間
引
く
果
樹
園

　

あ
り
ふ
れ
た
街
の
光
景
が
作
者
の
手
で
異
常
な
空
間
と
化
す
。
足
先
の
な
い
男
、
ほ
し
の
か

が
や
き
は
ま
や
か
し
、
ア
ン
ド
ロ
ギ
ュ
ヌ
ス
、
寧
馨
児
、
不
連
続
自
傷
、
眠
り
姫
、
と
自
虐
的

に
散
り
ば
め
ら
れ
た
言
葉
が
独
自
な
世
界
を
構
築
し
て
お
り
心
惹
か
れ
た
一
連
。

　
「
白
壁
の
塀
」�

新
家
イ
サ
子　

・
手
に
掬
い
持
ち
帰
り
た
し
今
日
の
空
川
辺
に
お
り
て
猫
が
水
飲
む　
　
　
　

・
冬
の
日
の
明
る
き
障
子
に
揺
れ
て
い
る
洗
濯
ば
さ
み
の
ひ
と
つ
な
る
影

　

雪
国
で
の
暮
ら
し
が
慎
ま
し
く
語
ら
れ
る
一
連
。
し
ん
と
冷
え
た
冬
の
空
気
の
な
か
で
共
に

生
き
る
烏
・
猫
・
蛾
・
雀
な
ど
に
向
け
ら
れ
る
視
線
が
優
し
い
。
障
子
に
映
る
洗
濯
ば
さ
み
の

影
が
大
き
く
小
さ
く
揺
れ
る
さ
ま
が
、
ふ
と
冬
の
暮
ら
し
の
翳
り
を
み
せ
た
。

　
「
禍
福
は
ゼ
ロ
サ
ム
」�

石
飛
俊
郎　

・
不
器
用
な
曲
り
方
し
か
出
来
ま
せ
ん
頑
迷
固
陋
吾
が
生
れ
性　
　
　
　

・
巻
き
戻
し
出
来
ぬ
人
生
は
て
近
し　

一
方
通
行
逆
走
し
た
り

  

不
器
用
、
頑
迷
固
陋
、
逆
走
、
逆
転
と
一
連
に
は
否
定
的
な
言
葉
が
見
ら
れ
る
が
、
結
局
は

「
禍
福
は
ゼ
ロ
サ
ム
」
で
あ
る
と
い
う
人
生
へ
の
肯
定
感
に
救
わ
れ
る
。
戦
中
戦
後
を
生
き
現

在
の
複
雑
な
国
際
情
勢
に
も
思
い
を
馳
せ
る
七
十
五
年
の
歳
月
が
重
い
。

一
語
、
一
句
の
緊
密
さ
と
広
が
り
と�

安
藤
　
直
彦

・
法
を
聴
く
一
会
う
し
な
ふ
哀
し
み
は
世
尊
に
会
へ
ざ
る
悲
し
み
の
ご
と

・
半
世
経
る
倒
る
古
木
に
ひ
こ
ば
え
の
花
咲
き
出
づ
る
雲
た
つ
る
山

　

大
塚
公
夫
氏
「
ひ
こ
ば
え
」。
全
体
、
仏
道
に
仕
え
て
の
誠
実
な
作
。
後
の
歌
、「
経
る
」「
倒

る
」「
出
づ
る
」
な
ど
、
一
語
一
句
の
繋
が
り
が
硬
く
、
詰
ま
り
す
ぎ
で
は
な
い
か
。

　

語
の
繋
が
り
に
隙
間
を
と
っ
て
、「
想
」
に
広
が
り
を
持
た
せ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

・
一
枚
の
水
面
を
羽
織
り
立
ち
あ
が
る
背
中
に
描
く　

透
明
水
彩

・
愛
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
も
し
か
し
て　

男
の
身
体
と
同
じ
水
温

　

山
田　

麦
氏
「
透
明
水
彩bathroom

」。
一
連
、
テ
ー
マ
性
の
は
っ
き
り
し
た
物
語
仕
立

て
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
。
密
室
で
の
入
浴
の
一
コ
マ
を
二
十
首
に
詠
み
こ
な
す
と
こ
ろ
並
々
な
ら
ぬ

気
配
が
あ
り
注
目
し
た
。
一
連
の
構
成
上
、
中
心
に
な
る
作
が
あ
と
一
、二
首
ほ
し
い
。

・
心
だ
け
貴
方
に
触
れ
て
い
い
で
す
か
梅
の
蕾
が
ふ
く
ら
ん
で
ま
す

・
あ
れ
も
は
て
此
れ
も
違
う
と
思
え
ど
も
言
い
た
き
事
も
老
い
て
は
よ
そ
う

　

武
内
栄
子
氏
「
黒
い
靴
」。
口
語
律
の
さ
ら
り
と
し
た
歌
い
方
が
武
内
さ
ん
の
本
領
か
。〈
昼

下
が
り
公
孫
樹
並
木
の
葉
の
隙
間
ゆ
れ
る
日
差
し
を
日
傘
に
写
す
〉
な
ど
も
い
い
。「
思
え
ど

も
言
い
た
き
」
な
ど
文
語
体
ま
じ
り
の
も
の
は
今
一
つ
表
現
面
が
課
題
か
。

・
花
の
谷
春
こ
そ
よ
け
れ
香
に
満
つ
る
花
冷
え
の
な
か
リ
キ
ウ
バ
イ
咲
く

・
可
憐
な
る
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
の
花
咲
き
て
今
朝
も
聞
か
る
る
ナ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ

　

山
口
泰
仙
氏
「
仲
間
」。
公
園
の
花
木
を
長
年
世
話
さ
れ
て
一
連
全
体
に
そ
の
愛
情
が
よ
く

そ
そ
が
れ
て
い
る
。
一
首
目
は
よ
く
徹
っ
て
い
る
が
、
二
首
目
は
上
句
と
下
句
が
呼
応
し
て
い

な
い
。「
可
憐
な
る
」
な
ど
パ
タ
ー
ン
化
表
現
は
避
け
た
い
と
こ
ろ
。
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受
贈
歌
集
・
歌
書

☆
合
同
歌
集
『
ど
る
ふ
ぃ
ん
』
第
13
号

　
　

４
月　

ど
る
ふ
ぃ
ん
短
歌
同
好
会

☆
合
同
歌
集
『
と
も
し
び
』

　
　

30
周
年
記
念
号　

６
月　

明
石
短
歌
会

☆
『
歌
人
の
ま
な
ざ
し
』�

後
藤
桂
子

　
　

６
月
１
日　

澪
標

☆
『
長
月
』�

伊
藤
絹
子

　
　

５
月
31
日　

北
羊
館

　

凍
て
空
に
腕
伸
ば
し
て
囀
り
を
こ
ぼ
さ
じ

と
抱
く
楠
の
大
木

☆
自
選
歌
集
『
ふ
れ
あ
い
』
27
号

　
　

７
月
20
日　

山
の
街
短
歌
会

☆
『
だ
ん
じ
り
』�

田
中
茂
光

　
　

９
月
１
日　

北
羊
館

　

正
月
に
帰
ら
ぬ
人
も
九
月
に
は
だ
ん
じ
り

曳
き
手
の
街
の
顔
な
る

☆
『
介
護
日
和
』�

水
谷
き
く
子

　
　

９
月
15
日　

北
羊
館

　

生
命
終
わ
る
日
を
知
ら
ざ
れ
ば
今
日
の
日

を
老
い
に
き
び
し
き
言
葉
も
か
く
る

☆
『
海
の
守
唄
』�

長
岡
一
美

　
　

９
月
15
日　

本
阿
弥
書
店

　

波
の
音
は
父
の
守
歌
砂
浜
に
ピ
ア
ノ
、
ピ

ア
ニ
ッ
シ
モ
寄
せ
て
は
返
す

☆
『
こ
と
ば
の
銀
河
』�

久
米
川
孝
子

　
　

９
月
25
日　

角
川
学
芸
出
版

　

「
広
辞
苑
」
ひ
ら
く
時
間
の
ゆ
た
か
に
て

澄
み
つ
つ
光
る
こ
と
ば
の
銀
河

☆
『
王
道
を
ゆ
く
　
ジ
ュ
ニ
ア
と
五
句
三
十

　
一
音
詩
の
世
界
』�

𠮷
岡
生
夫

　
　

10
月
10
日　

ブ
イ
ツ
ー
ソ
リ
ュ
シ
ョ
ン

☆
『
鯨
の
祖
先
』�

武
富
純
一

　
　

10
月
23
日　

な
が
ら
み
書
房

　

ふ
る
さ
と
へ
帰
る
ご
と
く
の
幾
世
代　

鯨

の
遠
き
祖
先
は
海
へ

人
間
と
し
て
何
を
感
じ
・
ど
う
表
現
す
る
か�

小
畑
　
庸
子

　
「
い
び
つ
な
真
珠
」�

吉
永
明
代　

・
ヴ
ィ
バ
ル
デ
ィ
・
春
の
歓
び
始
ま
り
ぬ
八
分
音
譜
は
ヴ
ィ
オ
ラ
に
乗
っ
て

　

軽
快
に
始
ま
る
一
連
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
の
取
材
に
よ
る
。
序
か
ら
静
か
に
昂
り
へ
と
向
か

い
、
後
半
で
内
部
表
現
へ
と
移
る
。
最
後
ま
で
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
詠
み
、
テ
ー
マ
か
ら
外
れ

な
い
。〈
二
杯
め
の
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
を
飲
み
干
し
て
ガ
ラ
ス
の
靴
は
右
を
残
そ
う
〉
と
、　

最
後

の
作
品
で
締
め
括
っ
た
。
序
・
破
・
急
が
効
い
て
い
て
読
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
。

　
「
青
い
ガ
ラ
ス
の
か
け
ら
」�

遠
藤
瑛
子　

・
背
伸
び
し
て
真
昼
の
月
に
届
く
よ
う
白
木
蓮
の
こ
ぶ
し
が
開
く

　

白
木
蓮
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
を
象
徴
的
に
詠
ん
だ
。
下
句
は
「
白
木
蓮
は4

こ

ぶ
し
を
開
く
」
と
主
体
を4

明
確
に
。〈
縁
側
の
籐
椅
子
す
ず
し
読
み
終
え
た
『
額
田
王
』
す
べ
り

落
ち
た
り
〉
も
好
き
な
作
品
。
第
三
句
は
不
要
で
あ
ろ
う
。

　
「
此
処
に
在
り
し
」�

太
田
冨
美
惠　

・
枯
葦
の
根
元
の
う
す
ら
氷
を
分
け
な
が
ら
鴨
は
二
月
の
水
に
入
り
ゆ
く

　

景
が
丹
念
に
抒
さ
れ
て
い
る
。
小
鳥
を
素
材
と
し
た
作
品
が
多
く
、
作
者
の
生
活
環
境
が
想

像
で
き
る
。〈
春
は
ま
う
そ
こ
に
来
て
を
り
雪
に
お
く
ふ
た
つ
鶺
鴒
の
か
げ
透
き
と
ほ
る
〉も
よ

い
。
タ
イ
ト
ル
は
「
か
げ
透
き
と
ほ
る
」
の
ほ
う
が
よ
か
っ
た
か
。

　
「
等
間
隔
の
影
」�

宮
城
十
子　

・
世
紀
末
海
の
底
に
て
眠
る
の
か
指
よ
り
零
る
る
須
磨
の
白
砂

・
月
光
に
雪
原
の
リ
フ
ト
伸
ば
し
た
る
等
間
隔
の
影
乱
す
も
の
な
し

　

一
連
か
ら
、
作
者
は
学
校
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
と
解
る
が
、
読
者
は
作
者
の
個
人

的
情
報
よ
り
も
、
人
間
と
し
て
何
を
感
じ
、
そ
れ
を
ど
う
表
現
す
る
か
に
興
味
と
関
心
を
も
つ
。

抽
出
歌
の
よ
う
に
詠
め
る
作
者
で
あ
る
。
次
回
も
必
ず
作
品
を
見
せ
て
欲
し
い
。

言
葉
を
絞
る�

中
川
　
昭

　
「
生
き
え
た
り
」�

南　

輝
子　

・
肺
ひ
ら
く
メ
ス
の
ぎ
ん
い
ろ
記
憶
せ
む
銀
色
文
字
の
聖
刻
と
し
て

・
そ
ろ
り
そ
ろ
り
ゆ
う
る
り
ゆ
る
ゆ
る
玉
の
緒
の
い
の
ち
へ
と
ほ
れ
粥
の
ひ
と
匙

　

死
の
淵
か
ら
生
還
し
た
ら
し
い
作
者
の
、
や
や
感
情
移
入
の
濃
い
一
連
だ
が
、
メ
ス
を
聖
刻

と
捉
え
た
感
覚
は
余
り
に
非
凡
。
二
首
目
の
結
句
、
一
匙
の
生
の
悦
び
を
結
ん
だ
。

　
「
冬
季
雷
」�

矢
野
一
代　

・
夕
闇
に
稜
線
は
溶
け
空
と
山
と
ば
り
を
お
ろ
す
前
の
蜜
月

・
子
の
宮
を
持
た
ぬ
桜
も
み
ど
り
子
の
若
葉
遊
ば
す
春
き
た
る
べ
し

　

叙
景
が
心
象
に
変
わ
っ
て
「
蜜
月
」
の
は
か
な
さ
を
主
張
し
て
い
る
。
人
の
世
の
裏
と
表
の

表
白
だ
。
子
宮
を
持
た
な
い
桜
が
次
々
と
葉
を
茂
ら
す
る
感
覚
も
特
異
と
言
え
る
。

　
「
暗
証
番
号
」�

矢
野
義
信　

・
無
沙
汰
に
も
程
が
あ
る
と
い
う
母
の
長
き
電
話
を
妻
が
聞
か
さ
れ
て
お
り

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
乗
る
に
も
暗
証
番
号
を
押
す
施
設
な
れ
ど
母
を
託
し
ぬ

　

母
と
息
子
と
そ
の
妻
と
。
現
代
家
族
の
縮
図
に
の
ぞ
く
男
の
姿
が
切
な
く
美
し
い
。
た
だ

「
い
う
・
言
う
」「
と
言
う
」
の
頻
度
が
気
に
な
る
。
歌
の
説
明
は
い
ま
し
め
た
い
。

　
「
ム
ー
ヴ
ィ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
ク
」�

斎
藤
和
子　

・
鉦
叩
き
の
遠
慮
勝
ち
な
る
鉦
の
音
野
分
す
ぎ
た
る
闇
よ
り
聞
ゆ

・
秋
風
と
共
に
入
り
来
し
鼓
笛
隊
赤
白
帽
が
進
ん
で
ゆ
き
ぬ

　

ア
ン
ニ
ュ
イ
な
日
常
を
歌
っ
て
自
尊
心
を
失
わ
な
い
作
者
。
弔
い
の
鉦
を
鳴
ら
す
か
の
よ
う

に
「
遠
慮
勝
ち
」
に
鳴
く
虫
の
音
と
鼓
笛
隊
の
行
進
は
、
対
称
的
な
生
の
律
動
で
あ
る
。

　
「
九
十
九
年
」�

生
田
律
子　

・
岡
山
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
少
し
残
し
つ
つ
関
西
弁
に
会
話
す
る
母

・
人
格
に
等
級
つ
け
て
ゆ
く
よ
う
に
母
の
介
護
度
三
と
線
引
く　

　

具
体
的
で
丁
寧
で
語
順
に
乱
れ
が
な
い
。
基
礎
の
で
き
て
い
る
人
。
平
板
な
素
材
の
よ
う
だ

が
、
故
郷
と
異
郷
の
弁
に
年
を
経
た
者
の
哀
感
、
人
格
を
等
級
で
分
け
る
非
人
間
的
な
制
度
の

あ
り
よ
う
を
突
く
静
か
な
批
判
が
重
い
。
五
氏
共
に
も
っ
と
言
葉
を
絞
る
べ
し
。
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「
第
２
回
歌
集
批
評
会
」記

�

小
林
幹
也
　

　
「
第
２
回
批
評
会
」
は
、平
成
26

年
6
月
21
日
（
土
）
に
兵
庫
県
勤

労
市
民
セ
ン
タ
ー
第
３
会
議
室
に

て
行
わ
れ
た
。
出
席
者
52
名
。

　

ま
ず
、
小
畑
庸
子
歌
集
『
白
い

炎
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
小
畑

の
歌
は
、
一
見
、
作
者
の
立
ち
位

置
が
分
か
ら
な
い
く
ら
い
、
個
人

の
思
い
を
抑
制
し
た
形
で
つ
く
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
自
己
と
い

う
殻
を
破
り
、
自
然
と
一
体
化
し

た
詠
み
方
と
い
え
よ
う
。

・
一
村
を
沈
め
し
過
去
を
噴
き
あ

ぐ
る
ふ
つ
ふ
つ
白
き
炎
と
な
り
て

　
『
白
い
炎
』と
い
う
題
名
の
も
と

と
な
っ
た
右
の
歌
に
も
、
そ
の
特

徴
は
顕
著
に
見
ら
れ
る
が
、
レ
ポ

ー
タ
ー
の
桂
保
子
氏
は
、
さ
ら
に
、

こ
の
歌
の
後
に
「
底
ひ
な
る
木
木

も
巣
箱
も
犬
小
屋
も
し
ろ
き
声
あ

ぐ
霧
の
あ
し
た
は
」
と
い
う
歌
が

つ
づ
き
、
連
作
と
し
て
の
味
わ
い

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

次
に
、
尾
崎
ま
ゆ
み
歌
集
『
奇

麗
な
指
』
に
つ
い
て
、
レ
ポ
ー
タ

ー
の
楠
誓
英
氏
は
、
作
者
が
幻
想

派
と
い
わ
れ
る
塚
本
邦
雄
の
門
下

で
あ
り
な
が
ら
、
父
の
病
気
、
そ

の
後
の
死
と
、
作
者
の
個
人
的
な

生
活
が
に
じ
み
出
る
よ
う
に
詠
ま

れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
。

・
あ
あ
雪
と
弟
の
声
ゆ
れ
な
が
ら

ひ
え
た
柩
の
父
に
降
る
降
る

　

そ
の
後
、
こ
の
歌
の
「
ひ
え
た

柩
」
と
【
ヒ
】
音
を
重
ね
る
手
法
、

そ
の
他
の
韻
律
の
問
題
を
も
含
め
、

会
場
の
参
加
者
を
ま
じ
え
、
活
発

な
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
。
司
会
は

私
が
つ
と
め
た
。
充
実
し
た
会
だ

っ
た
と
思
う
。

「
第
３
回
歌
集
批
評
会
」記

�

南
　
輝
子
　

　

平
成
26
年
９
月
13
日

　
（
於
）兵
庫
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

　

兵
庫
県
歌
人
ク
ラ
ブ「
歌
集
批

評
会
」は
好
評
の
う
ち
に
第
３
回

を
迎
え
、満
員
の
会
場
は
若
い
世
代

も
多
く
熱
気
に
包
ま
れ
た
。今
回

は
藤
本
則
子
歌
集『
蝸
牛
も
過
客
』

と
楠
誓
英
歌
集『
青
昏
抄
』。レ
ポ

ー
タ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
田
中
教
子
氏
、

小
林
幹
也
氏
、司
会
は
中
川
昭
氏
。

　

藤
本
歌
集
は
、
私
を
詠
む
近
代

短
歌
よ
り
も
私
が
も
ろ
に
で
な
い

上
代
の
擬
人
法
「
寄き

物ぶ
つ

」
に
近
い
、

と
田
中
氏
は
捉
え
る
。
つ
ま
り
人

物
が
物
に
寄
せ
て
物
の
中
に
私
を

投
映
さ
せ
る
歌
の
形
で
あ
る
。
春

夏
秋
冬
日
常
生
活
に
お
け
る
時
間

の
経
過
が
よ
く
捉
え
ら
れ
て
お
り
、

生
か
ら
死
へ
向
か
う
中
で
過
去
が

あ
り
未
来
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

私
を
消
し
て
表
現
す
る
歌
の
あ
り

方
は
、
い
ま
い
ち
ど
考
え
て
み
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
田
中
氏
は
語

っ
た
。
美
し
く
静
か
な
味
わ
い
深

い
歌
集
で
あ
る
。

・
白
梅
の
一
輪
が
噴
く
音
し
た
り

椿
も
黐
も
寝
ね
た
る
夜
半

・
砂
時
計
の
砂
落
つ
る
音
に
春
が

来
る
梅
花
の
か
た
ち
の
切
り
貼

り
障
子

　

楠
氏
は
31
歳
。
本
歌
集
は
「
第

１
回
現
代
短
歌
賞
」
受
賞
作
で
あ

る
。
は
じ
め
に
小
林
氏
は
鋭
く
指

摘
さ
れ
た
。
最
近
の
新
人
は
特
殊

が
新
し
い
と
錯
覚
し
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
楠
氏
に
は
、

そ
の
よ
う
な
一
回
性
で
な
く
、
正

統
派
と
い
え
る
清
々
し
い
普
遍
性

が
あ
る
。
真
の
写
実
と
し
て
、
見

る
だ
け
で
な
く
五
感
で
感
じ
、
若

さ
に
自
覚
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

音
を
う
ま
く
使
い
、
現
実
か
ら
幻

想
の
世
界
へ
比
喩
を
と
ば
す
。
あ

る
い
は
父
兄
私
の
関
係
を
通
し
て
、

人
間
と
は
世
界
と
は
を
掴
も
う
と

す
る
。
兄
の
死
、
闇
、
影
も
、
い

ず
れ
は
乗
り
越
え
て
ゆ
け
る
健
康

的
な
暗
さ
と
捉
え
ら
れ
る
、
と
小

林
氏
は
語
る
。

・
側
溝
を
這
ひ
の
ぼ
り
ゆ
く
青
き

蛇　

思
春
期
と
は
い
つ
終
は
る

の
だ
ら
う

・
垂
れ
下
が
る
瘤
も
妻
も
気
に
な

ら
ず
ラ
ク
ダ
の
雄
は
陽
に
目
を

細
め
る

　

会
場
か
ら
は
発
言
が
相
次

ぎ
、
’95
年
阪
神
大
震
災
と
’97
年
神

戸
少
年
事
件
が
思
春
期
の
少
年
に

及
ぼ
し
た
影
響
へ
の
問
い
か
け
も

あ
り
、
中
身
の
濃
い
充
実
し
た
批

評
会
と
な
っ
た
。
次
回
へ
の
期
待

が
一
層
た
か
ま
っ
て
い
る
。

地　

区　

通　

信

【
阪
神
】
５
月
24
日
、
尼
崎
歌
人

ク
ラ
ブ
は
尼
崎
市
中
小
企
業
セ
ン

タ
ー
に
て
総
会
及
び
講
演
会
を
開

催
。「
歌
の
転
機
」
と
題
し
て
澤
村

斉
美
氏
が
講
演
。
中
野
昭
子
、
兎

田
孝
子
、
佐
々
木
春
美
各
氏
他
60

名
出
席
。
▼
６
月
８
日
、
吹
田
市

メ
イ
シ
ア
タ
ー
に
て
吹
田
市
短
歌

大
会
開
催
。
選
評
の
藤
井
幸
子
氏

他
95
名
が
参
加
。
16
～
17
日
、
日

航
ホ
テ
ル
姫
路
に
て
「
青
天
短
歌

会
」
の
一
泊
歌
会
開
催
。
県
下
よ

り
、
北
淨
代
、
上
月
昭
弘
、
下
村

千
里
、
土
居
正
、
中
舎
勝
代
、
藤

木
千
恵
子
、
藤
沢
喜
美
代
、
丸
岡

哲
朗
、
矢
野
昭
子
各
氏
ら
15
名
参

加
。
▼
７
月
20
日
、
グ
ラ
ン
ド
白

楽
天
に
て
廣
庭
由
利
子
歌
集
『
黒

耶
悉
茗
』
の
合
評
会
と
出
版
記

念
会
開
催
。
合
評
会
パ
ネ
ラ
ー
は

林
和
清
、
中
津
昌
子
、
永
田
淳

各
氏
。
記
念
会
司
会
は
小
林
幹
也

氏
。
多
方
面
よ
り
多
数
参
加
。

�

（
た
な
か
み
ち
）

【
神
戸
】
５
月
８
日
、
中
山
寺
宝

蔵
院
に
て
薫
風
兵
庫
合
同
歌
会

開
催
。
▼
5
月
31
～
6
月
1
日
名

鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
長
風
全

国
大
会
開
催
。
黒
崎
由
起
子
、
吉

田
千
代
美
、
甘
田
千
春
各
氏
ら

6
名
参
加
。
▼
７
月
１
日
、
文

学
圏
は
七
百
号
記
念
特
集
号
を

発
行
。
10
日
、
姫
路
商
工
会
議
所

に
て
祝
賀
会
開
催
。
12
日
、
兵
庫

県
民
会
館
に
て
半
ど
ん
の
会
文
化

賞
の
贈
呈
式
開
催
。
文
学
圏
が
文

化
賞
を
受
賞
。
下
村
千
里
氏
他
12

名
出
席
。
16
日
、
神
戸
文
化
ホ
ー

ル
に
お
い
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
市
短
歌

大
会
開
催
。
佐
佐
木
幸
綱
氏
の
講

演
、
大
塚
寅
彦
、
栗
木
京
子
、
穂

村
弘
、
安
森
敏
隆
、
安
藤
直
彦
、

黒
崎
由
起
子
各
氏
選
評
。
参
加
者

３
０
０
余
名
。

▼
8
月
5
～
6
日
、
弘
前
市
ベ
ス

ト
ウ
ェ
ス
タ
ン
ホ
テ
ル
に
て
潮
音

東
北
大
会
開
催
。
石
橋
妙
子
氏
他

12
名
参
加
。
▼
9
月
10
日
、
不
忍

通
り
ふ
れ
あ
い
会
館
に
て
日
本
短

歌
雑
誌
連
盟
理
事
会
に
三
津
野

幸
代
氏
出
席
。
▼
10
月
11
～
12

日
、
市
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て

海
市
全
国
大
会
開
催
。
20
日
、
徳
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島
市
宅
宮
神
社
に
て
石
橋
妙
子

氏
歌
碑
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
安

藤
直
彦
氏
他
70
名
出
席
。
29
～

30
日
、
文
学
圏
は
赤
穂
市
の
赤
穂

義
士
ゆ
か
り
の
地
、
相
生
文
学
碑

の
森
な
ど
へ
吟
行
。
参
加
者
20
名
。

�

（
黒
崎
由
起
子
）

【
明
石
】
５
月
24
日
、
明
石
勤
労

福
祉
会
館
に
て
明
石
ペ
ン
ク
ラ
ブ

総
会
開
催
。
出
席
者
14
名
。
作
品

集『
明
石
大
門
』34
号
発
刊
。
特
集

「
続
万
葉
歌
碑
を
め
ぐ
る
」
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
明
石
市
内
の
万

葉
歌
碑
の
３
箇
所
を
伊
藤
敦
子

氏
が
記
事
担
当
。
▼
８
月
23
日
、

明
石
勤
労
福
祉
会
館
に
て
明
石
ペ

ン
ク
ラ
ブ
例
会
を
開
催
。『
明
石
大

門
』
34
号
の
短
歌
部
門
の
合
評
会

に
て
野
瀬
昭
二
、
伊
藤
敦
子
両
氏

の
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

�

（
伊
藤
敦
子
）

【
姫
路
】　
10
月
26
日
、
西
播
磨
文

化
会
館
に
て
平
成
26
年
度
西
播

磨
短
歌
祭
開
催
。
内
海
永
子
、
上

田
一
成
、
飯
田
進
各
氏
が
選
歌
及

び
講
評
。▼
11
月
６
日
、上
田
一
成

氏
は
上
郡
町
千
種
川
学
園
短
歌

部
の
講
師
を
務
め
る
。
10
日
、
姫

路
市
民
会
館
に
て
第
25
回
合
同

歌
会
を
開
催
。
神
保
原
廣
己
、
小

松
カ
ヅ
子
、
内
海
永
子
、
西
村
久

代
各
氏
の
他
80
余
名
が
参
加
。

�

（
上
田
一
成
）

【
東
播
】
７
月
８
～
30
日
、
稲
美

町
ふ
れ
あ
い
交
流
館
に
て
茅
花
短

歌
会
全
会
員
の
短
冊
を
展
示
。
▼

８
月
８
日
、
京
都
府
民
ホ
ー
ル
に

て
行
わ
れ
た
冷
泉
家
時
雨
亭
文

庫
主
催
の「
乞
巧
奠(

き
っ
こ
う
て

ん)

」
に
松
田
和
薫
、
前
田
昭
子

両
氏
他
４
名
出
席
。
▼
９
月
17

日
、
稲
美
町
天
満
小
学
校
に
て
茅

資　格　兵庫県歌人クラブ会員及び県下在住・在勤・在学者・
関係者

作　品　未発表短歌２０首
様　式　１．作品はＡ４判400 字詰め原稿用紙 2枚に浄書、

　右肩を綴じる。
　　　　２．1枚目の欄外に作品表題と新旧仮名遣い別を

　記入する
　　　　３．作品表題・氏名・生年月日・郵便番号・住所・

　電話番号・所属結社名を記入した表紙をつける
　　　　４．封筒の表に「兵庫短歌賞応募作品」と朱書き�

　する
応募料　2,000 円（作品に同封、切手不可）
締　切　2015 年1月30日（消印有効）
宛　先　〒666-0261　川辺郡猪名川町松尾台４－４－３３

　吉野節子方
　　　　兵庫県歌人クラブ「兵庫短歌賞」係
選　考　兵庫県歌人クラブ兵庫短歌賞選考委員会
発　表　会報第193号紙上
表　彰　2015 年 4月29日　兵庫県歌人クラブ総会、神戸

短歌祭会場
※昨年度より、今までの「新人賞」の呼称を改め、「兵庫短
歌賞」とし、その中に「兵庫短歌賞・新人賞・奨励賞」を
設け、年度作品によって選考委員会が判断（「該当作無し」
の場合もある）することとなりました。

2014年度　兵庫県歌人クラブ
「兵庫短歌賞」作品募集要項

花
短
歌
会
よ
り
８
名
が
６
年
生

の
短
歌
指
導
を
行
う
。
25
日
、
久

米
川
孝
子
氏
（
コ
ス
モ
ス
）
は
第

６
歌
集
『
こ
と
ば
の
銀
河
』（
角
川

文
芸
出
版
）
刊
行
。
▼
12
月
７
日
、

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
て
行
わ

れ
る
コ
ス
モ
ス
会
員
著
書
合
同
出

版
記
念
会
に
久
米
川
孝
子
氏
出

席
。
講
評
小
島
ゆ
か
り
氏
。

�

（
前
田
昭
子
）

【
中
播
】
４
月
19
～
20
日
、
水
甕

姫
路
支
社
は
水
甕
全
国
大
会
in

名
古
屋
に
小
畑
庸
子
、
生
田
よ
し

え
両
氏
他
４
名
出
席
。
▼
５
月
18

日
、
水
甕
姫
路
支
社
は
小
畑
庸
子

歌
集
『
白
い
炎
』
出
版
を
祝
う
会

（
姫
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
）
を

開
催
。
１
０
０
名
出
席
。
▼
７

月
、
吉
永
明
代
氏
（
水
甕
）
は
産

経
新
聞
社
主
催
第
20
回
与
謝
野

晶
子
短
歌
賞
受
賞
。
16
日
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
学
園
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
神
戸
短
歌
祭
に
て
、
吉
永
明
代

氏
秀
作
。
岸
本
万
由
美
、
石
口
さ

よ
子
両
氏
入
選
。
31
日
、
小
畑
庸

子
氏
は
兵
庫
県
教
員
免
許
更
新

講
座（
姫
路
獨
協
大
学
）「
心
を
開

く
表
現
」
の
講
師
を
務
め
る
。
▼

８
月
２
日
、
福
崎
町
文
化
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
第
29
回
山
桃
忌
奉
賛

短
歌
祭
開
催
。
出
詠
３
０
１
首
。

入
賞
山
本
君
子
、
松
田
容
典
両

氏
他
６
名
。
選
歌
と
選
評
は
楠
田

立
身
氏
。
▼
10
月
４
日
、
吉
永
明

代
氏
（
水
甕
）
は
第
17
回
小
浜
市

山
川
登
美
子
記
念
短
歌
大
会
に

て
佳
作
賞
。
▼
11
月
21
日
、
小
畑

庸
子
氏
は
加
古
川
刑
務
所
篤
志

委
員
と
し
て
長
年
の
短
歌
等
の
指

導
の
業
績
に
対
し
法
務
大
臣
表
彰

を
受
け
る
。�

（
生
田
よ
し
え
）

【
北
播
】
６
月
７
日
、
小
野
市
う

る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
に
て
第
６

回
小
野
市
詩
歌
文
学
賞
・
第
25

回
上
田
三
四
二
記
念
小
野
市
短

歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
。
詩
歌
文

学
賞
（
短
歌
部
門
）
小
島
ゆ
か
り

氏
。
応
募
数
一
般
の
部
１
４
３
１

首
、
学
生
の
部
５
０
９
１
首
。
入

選
者
一
般
の
部
一
席
加
藤
ト
シ
子

氏（
秋
田
県
）、
学
生
の
部
一
席
前

田
栞
那
さ
ん
（
小
野
市
市
場
小
１

年
）。
出
席
者
小
野
市
長
蓬
萊
務
、

馬
場
あ
き
子
、
宇
多
喜
代
子
、
永

田
和
宏
、
高
野
公
彦
、
伊
藤
一
彦

各
氏
等
４
５
０
名
。
29
日
、
多
可

町
加
美
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
に

て
第
57
回
北
播
短
歌
大
会
開
催
。

応
募
数
一
般
の
部
２
４
３
首
、
学

生
の
部
31
首
。
入
選
者
一
般
の
部

多
可
町
長
賞
上
月
し
げ
子
氏
（
加

東
市
）、
学
生
の
部
入
選
棚
倉
涼

華
さ
ん
（
八
千
代
中
２
年
）
他
10

名
。
出
席
者
多
可
町
長
戸
田
善

規
氏
他
81
名
。
▼
９
月
20
日
、
平

成
26
年
度
小
野
市
文
化
祭
文
芸

大
会
短
歌
の
部
を
コ
ミ
セ
ン
お
の

に
て
開
催
。
応
募
歌
63
首
。
市
長

賞
山
中
幸
代
氏
（
稲
美
町
）。
出

席
者
25
名
。
▼
10
月
12
日
、
第
58

回
西
脇
市
短
歌
大
会
を
市
総
合

市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。
応
募
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歌
一
般
の
部
１
８
０
首
、
学
生
の

部
２
５
３
首
。
選
者
一
般
の
部
藤

岡
成
子
氏
、
学
生
の
部
西
脇
短
歌

会
。
一
般
の
部
特
選
一
席
肥
後
隆

子
氏（
加
古
川
市
）、
学
生
の
部
特

選
門
上
喜
彦
さ
ん
（
西
脇
市
楠
丘

小
６
年
）
他
２
名
。
出
席
者
20
名
。

�
（
松
尾
鹿
次
）

【
西
播
】   

▼
６
月
22
日
、
佐
用
文

化
の
会
（
短
歌
・
俳
句
）
は
阪
南

西
行
終
焉
の
地
な
ど
へ
吟
行
旅
行
。

新
家
、
菅
原
、
安
藤
各
氏
他
40
名

参
加
。
▼
９
月
６
日
、
新
家
イ
サ

子
氏
佐
用
町
立
徳
久
小
学
校
へ
短

歌
指
導
。
▼
10
月
４
日
、
安
藤
直

彦
氏
佐
用
町
立
上
月
小
学
校
へ
短

歌
指
導
。
▼
９
月
28
日
、
作
用
情

報
セ
ン
タ
ー
に
て
佐
用
郡
秋
季
短

歌
大
会
開
催
。
大
会
賞
上
村
哲
代

氏
。
安
藤
直
彦
、
尾
上
節
子
、
新

家
イ
サ
子
、
菅
原
艶
子
、
船
引
貴

明
、
吉
田
照
子
各
氏
他
35
名
参

加
。
▼
11
月
１
日
、
佐
用
情
報
セ

ン
タ
ー
に
て
佐
用
文
化
祭
短
歌
大

会
開
催
。
大
会
賞
吉
田
照
子
氏
。

安
藤
、
新
家
、
菅
原
各
氏
他
20
名

参
加
。�

（
安
藤
直
彦
）

【
但
馬
】   

９
月
23
日
、「
前
田
純
孝

賞
」
創
設
20
年
記
念
・
歌
碑
巡
り
。

▼
10
月
16
～
17
日
、
城
崎
温
泉
リ

バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
て
但
丹
歌

人
会「
秋
の
大
会
」開
催
。
講
師
尾

崎
ま
ゆ
み
氏
。
▼
11
月
９
日
、
朝

来
市
大
蔵
市
民
会
館
に
て
竹
柏
会

「
心
の
花
」
主
催
「
じ
ろ
は
っ
た
ん

の
里
歌
会
」
開
催
。
▼
11
月
15
日
、

但
馬
文
教
府
に
て
「
但
馬
文
学
の

つ
ど
い
」開
催
。�

（
足
立
勝
歳
）

【
淡
路
】
８
月
、『
は
ち
こ
う
会
歌

集
第
２
集
』
刊
行
。
平
成
20
～
26

年
ま
で
の
作
品
１
０
１
２
首
を
収

録
。
▼
10
月
６
日
、
大
木
津
多
代

氏
（
東
浦
短
歌
会
）
第
15
回
隠
岐

後
鳥
羽
院
短
歌
大
賞
受
賞
。
26

日
、
洲
本
図
書
館
図
書
館
祭
に
て

淡
路
歌
人
ク
ラ
ブ
短
歌
教
室
開

催
。
12
名
参
加
。
▼
11
月
３
日
、

合
同
歌
集『
給
水
塔
40
輯
』（
東
浦

短
歌
会
）
刊
行
。
17
名
、
３
６
５

首
収
録
。�

（
来
田　

務
）

（
お
送
り
戴
い
た
通
信
は
会
報
の

形
式
に
そ
っ
て
編
集
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。）

　

こ
の
た
び
花
鏡
短
歌
会
主
宰

石
橋
妙
子
師
歌
碑
除
幕
式
に
安

藤
代
表
の
ご
列
席
を
賜
り
ま
こ

と
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
春
、
石
橋
先
生
の
歌
碑

の
夢
を
見
た
と
い
う
Ｍ
さ
ん
の

話
か
ら
、
徳
島
在
住
の
Ｏ
さ
ん

が
早
速
場
所
を
探
す
な
ど
、
と

ん
と
ん
拍
子
に
話
が
す
す
み
歌

碑
建
立
実
行
委
員
会
を
立
ち
あ

げ
建
立
基
金
へ
の
浄
財
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

石
橋
先
生
の
歌
碑
は
二
基
目

に
当
り
ま
す
が
、
一
基
目
は
福

崎
の
応
聖
寺
の
ご
住
職
が
歌
集

『
白
栲
』
に
感
動
し
歌
碑
建
立

を
懇
望
さ
れ
て
の
も
の
で
あ
り
、

石
橋
妙
子
氏
歌
碑
建
立

今
回
の
歌
碑
が
花
鏡
短
歌
会
と

し
て
初
め
て
建
立
出
来
た
歌
碑

で
あ
り
ま
す
。

　

潮
境
き
は
や
か
に
延
び
渡
り

ゆ
く
四
国
詩
の
国
風
韻
き
あ

ふ

　
「
四
国
死
の
国
」と
歌
う
歌
人

も
あ
る
中
で
「
四
国
詩
の
国
」

と
詠
ま
れ
た
石
橋
先
生
の
力
強

く
凛
と
し
た
揮
毫
の
彫
り
は
黒

み
か
げ
に
調
和
し
て
高
さ
一
・

六
メ
ー
ト
ル
幅
一
・
三
メ
ー
ト

ル
の
見
事
な
歌
碑
を
徳
島
市
上

八
万
の
宅
宮
（
え
の
み
や
）
神

社
の
境
内
に
建
立
出
来
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
日
の
除
幕
式
は

六
十
名
の
方
々
が
ご
参
集
下
さ

り
宅
宮
神
社
宮
司
に
よ
る
神
事

と
除
幕
式
を
無
事
終
え
、
あ
と

は
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
で
の
祝

賀
会
場
に
移
り
ま
し
た
。
安
藤

代
表
は
じ
め
来
賓
の
お
祝
辞
を

頂
き
、
鏡
割
を
し
て
乾
杯
、
お

祝
気
分
大
い
に
あ
が
り
祝
電
披

露
続
い
て
花
鏡
会
員
の
言
祝
の

歌
を
一
人
ず
つ
詠
み
あ
げ
た
あ

と
、
突
然
の
指
名
で
増
井
の
黒

田
節（
二
番
は
い
ろ
は
匂
へ
ど
）

を
吟
じ
午
後
四
時
半
、
一
切
の

行
事
を
終
了
し
ま
し
た
。

�

増
井
定
子

受贈歌誌・会報等

印南野文華、海市、薫風、幻桃、コスモス姫路、梧葉、五月風、佐用文化、
白珠、すずかけ、青天、象、但馬人の歌、丹生、但丹歌人、ちぬの海、、
茅花、津布良、鳶が城便り、とべら、鳥、白圭、波濤神戸、花鏡、鱧と水仙、
薔薇、飛聲、ひめぢ水甕、文学圏、ポトナム姫路、美加志保、夢、旅笛、
林間、玲瓏、礫、六甲、尼崎歌人クラブ会報、石川県歌人、大分県歌人
クラブ会報、京都歌人協会報、短歌堺会報、新潟県歌人クラブ会報、西
宮歌人協会会報、日本歌人クラブ会誌「風」、大和歌人

第
　
回
「
歌
集
批
評
会
」

の
お
知
ら
せ

・
平
成
27
年
2
月
21
日
（
土
）

�

13
時
～
16
時
半

・
兵
庫
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

・
久
米
川
孝
子
歌
集

�

『
こ
と
ば
の
銀
河
』

�

（
レ
ポ
ー
タ
ー
落
合
け
い
子
氏
）

・
武
富
純
一
歌
集
『
鯨
の
祖
先
』

�

（
レ
ポ
ー
タ
ー　

小
谷
博
泰
氏
）

・
問
合
せ
先　

安
藤
直
彦
代
表

4
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☆　新年懇親会のご案内　☆

　恒例の新年懇親会を下記のように開催します。
お誘いあわせの上ふるってご参加ください。

記
日　時　　平成27年1月11日（日）
会　場　　神戸東急イン３Ｆ
　　　　　（ＪＲ三宮駅勤労会館西側）
　　　　　℡078－291－0109
会　費　　7500円（当日受付）
申　込　　1月4日までに下記宛てにお申し込み
　　　　　下さい。
　　　　　〒673-0424　
　　　　　三木市自由が丘本町2－232
　　　　　兼貞方
　　　　　兵庫県歌人クラブ「新年会」係
　　　　　℡0794－83－0803

2015年度神戸短歌祭のお知らせ

日　時　　２０１５年４月２９日（祝日）
　　　　　13：00 ～ 16：00
場　所　　兵庫県民会館　11Ｆパルテホール
内　容　　＊「兵庫短歌賞・新人賞」表彰式・
　　　　　　選考経過報告
　　　　　＊総会
　　　　　＊シンポジウム
　　　　　　テーマ
　　　　　　「短歌にとって『美』とは何か―

阿木津　英氏を囲んで」（仮称）
　　　　　　パネラー　阿木津　英、江畑　實、
　　　　　　　　　　　中川　昭、他未定

　
神
戸
市
短
歌
大
会

�

武
富
純
一

　

７
月
16
日
（
水
）、神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
神

戸
市
短
歌
大
会
（
主
催　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　

神

戸
市
）が
開
催
さ
れ
た
。開
場
を
待
ち
か
ね
た

大
勢
の
聴
衆
で
ホ
ー
ル
は
満
員
と
な
る
。
佐

佐
木
幸
綱
氏
の
講
演
「
作
歌
の
現
場
～
阪
神

淡
路
大
震
災
か
ら
二
十
年
～
」
の
あ
と
、
大

塚
寅
彦
、
栗
木
京
子
、
佐
佐
木
幸
綱
、
穂
村

弘
、安
森
敏
隆
各
氏
（
五
十
音
順
）
が
、全
国

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
三
千
余
首
よ
り
選
ん
だ
作

品
を
講
評
し
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
ま
た

「
当
日
詠
」
２
６
０
余
首
の
作
品
は
安
藤
、黒

崎
両
氏
に
よ
り
選
歌
さ
れ
講
評
さ
れ
た
。（
入

賞
作
品
は
伊
藤
敦
子
、
三
宅
隆
子
両
氏
が
墨

書
し
会
場
に
掲
示
）

　

二
部
に
渡
る
講
評
に
参
加
者
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
、
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

《
大
賞
》

・
朝
刊
の
中
よ
り
黒
蟻
一
匹
が
こ
こ
は
ど
こ

だ
と
紙
面
を
走
る�

山
口
県　

中
村
蓉
子

・
妹
が
そ
れ
は
恋
だ
と
断
言
し
ゆ
っ
く
り
回

り
始
め
る
風
車�

富
山
県　

松
田
梨
子

・
浜
辺
に
は
ゴ
ッ
ホ
の
よ
う
な
鵜
が
一
羽
立

ち
て
お
り
た
り
文
月
の
朝

�

愛
知
県　

笠
井
忠
政

《
秀
作
》（
兵
庫
県
歌
人
ク
ラ
ブ
会
員
関
係
）

・
難
し
く
考
え
な
く
て
い
い
の
よ
と
ひ
ら
ひ

ら
消
え
た
黄
色
い
蝶
々�

西
塚
洋
子

・
祭
り
よ
り
も
ど
る
次
男
は
い
つ
か
ら
か
カ

メ
も
金
魚
も
連
れ
て
帰
ら
ず�

武
富
純
一

・
再
稼
働
は
じ
め
に
あ
り
き
原
発
に
ふ
る
さ

と
追
は
れ
流
亡
わ
れ
ら�

増
井
定
子

・
ひ
と
や
す
み
し
て
は
畑
を
打
ち
ま
く
る
体

ま
る
ご
と
備
中
鍬
と
し
て�

上
月
し
げ
子

・
漬
物
石
な
ら
ば
と
っ
く
に
捨
て
た
ろ
う
老

犬
黒
兵
衛
抱
い
て
散
歩
す�

髙
井
忠
明

・
中
天
の
青
き
穴
よ
り
糸
垂
ら
し
地
球
釣
り

上
ぐ
赤
き
ク
レ
ー
ン�

吉
永
明
代

《
当
日
詠
入
選
》「
神
戸
の
夏
を
詠
む
」

安
藤
直
彦
選

《
特
選
》

・
風
見
鶏
を
ゆ
る
く
廻
し
て
風
渡
り
こ
こ
よ

り
街
は
海
へ
傾
斜
す

�

兵
庫
県　

内
海
永
子

・
ま
っ
す
ぐ
に
行
け
ば
海
へ
と
つ
づ
く
路み

ち　

病と

友も

に
会
ひ
た
く
左
へ
折
れ
る

�

兵
庫
県　

福
井
弘
子

《
秀
作
》

・
海
よ
り
の
風
吹
く
な
へ
に
須
磨
の
浦
見
え

隠
れ
つ
つ
点
る
漁
火

�

兵
庫
県　

松
田
芳
子

・
沈
む
日
は
黄
砂
の
白
き
暈
を
着
て
明
石
海

峡
の
架
線
に
懸
か
る

�

兵
庫
県　

後
藤
政
基

黒
崎
由
起
子
選

《
特
選
》

・
祈
り
あ
り
祈
る
人
あ
り
夕
闇
の
モ
ス
ク
に

青
き
影
を
伸
ば
し
て

�

兵
庫
県　

種
田
淑
子

・
五
分
ほ
ど
歩
け
ば
海
と
聞
い
た
か
ら
日
傘

で
歩
く
ル
ソ
ー
見
た
あ
と

�

大
阪
府　

榎
本
圭
子

《
秀
作
》

・
路
地
ぬ
け
て
駆
け
て
追
ひ
た
る
花
電
車
長

田
久
保
町
路
地
を
遺
せ
り

�

兵
庫
県　

伊
藤
敦
子

・
す
れ
違
い
し
ロ
マ
ン
ス
グ
レ
ー
に
覚
え
あ

り
互
い
に
振
り
向
く
北
野
の
坂
道

�

兵
庫
県　

水
守
紀
子

◇
余
滴
◇

　

示
唆
に
富
む
数
々
の
玉
稿
を
掲
載
致
し
ま

し
た
。
兵
庫
短
歌
賞
へ
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。�

（
森
嶋
・
山
中
）


